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危機管理体制の確立へ
一市一消防へ再編
豊後大野市人権教育・啓発基本計画策定
○豊後大野市選挙管理委員会からのお知らせ
○御嶽神楽国の重要文化財に
○ぶんごおおのトピックス
○くらしのお知らせ

たくさん歩いても元気いっぱい！！

　2月16日、三重総合高校全校生徒参加による「第１回御
嶽山ウォーク大会」が行われました。学校をスタートして、
男子は清川町の御嶽山頂近くまでの往復約30Km、女子
は神楽の里能場公園までの往復約20Kmを歩きました。
　写真は女子折り返し地点での休憩のようす。はつらつと
した笑い声が、山中に響き渡っていました。



一
市
一
消
防
本
部
へ
の
再
編

一
市
一
消
防
本
部
へ
の
再
編

朝
地
支
所
に
軽
消
防
車
を
配
備

朝
地
支
所
に
軽
消
防
車
を
配
備

朝
地
町
、緒
方
町
か
ら
の
１
１
９
番

４
月
１
日
か
ら

豊
後
大
野
市
消
防
本
部
で
受
信

　

12
月
22
日
、
軽
消
防
自
動
車
の
受
納
式
が

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
寄
贈
は
社

団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら
の
も
の
で
、

全
国
20
台
の
う
ち
の
１
台
が
豊
後
大
野
市
へ
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
朝
地
支
所
に
は
こ
れ
ま
で
消

防
緊
急
車
両
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
場

急
行
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
た
め
、
今
回

配
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
軽
消
防
自
動
車
は
、
最
新
の
全
自
動

ポ
ン
プ
を
搭
載
し
、
四
輪
駆
動
の
た
め
悪
路

や
狭
い
道
路
で
の
走
行
に
適
し
、
機
動
力
を

生
か
し
た
活
動
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

本
車
両
の
活
用
の
な
い
こ
と
が
一
番
望
ま

し
い
こ
と
で
す
が
、
今
後
の
活
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

危機管理体制の確立へ

　

市
町
村
の
消
防
に
関
す
る
こ
と
は
、
当
該

市
町
村
の
責
任
で
果
た
す
こ
と
が
消
防
組
織

法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
緒
方
町
・

朝
地
町
に
お
い
て
は
、
自
治
体
と
し
て
最
も

重
大
な
市
民
の
生
命
・
身
体
及
び
財
産
に
直

接
関
わ
る
事
務
を
他
市
に
委
ね
て
い
る
状
態

で
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
一
市
一
消
防
本
部
と
な

り
本
来
の
体
制
と
な
る
と
同
時
に
、
大
災
害

が
発
生
し
た
と
き
、
市
長（
災
害
対
策
本
部
長
）

が
消
防
署
や
消
防
団
を
管
理
統
括
す
る
こ
と

が
で
き
、
危
機
管
理
体
制
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

再
編
に
伴
い
、
分
署
に
配
備
す
る
水
槽
付

ポ
ン
プ
自
動
車（
水
１
．
５
ト
ン
）２
台
を
購

入
。
ま
た
、
消
防
職
員
を
６
名
増
員
85
名
と

し
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

消
防
本
部
体
制
は

１
本
部
１
署
３
分
署
に

消
防
本
部
体
制
は

１
本
部
１
署
３
分
署
に

消
防
本
部
・
消
防
署

　

消
防
本
部
、
消
防
署
は
三
重
町
に
置
き
、

消
防
本
部
は
消
防
長
以
下
９
名
。
総
務
課
、

警
防
課
の
２
課
で
、
消
防
事
務
の
企
画
や
総

合
調
整
、
消
防
設
備
の
拡
充
・
整
備
に
関
す

る
こ
と
や
消
防
計
画
、
火
災
原
因
調
査
、
防

火
対
象
物
件
の
立
ち
入
り
検
査
や
予
防
指
導
、

危
険
物
の
規
制
な
ど
に
関
す
る
業
務
を
行
い

ま
す
。

　

消
防
署
は
、
三
重
町
及
び
豊
後
大
野
市
全

域
を
管
轄
し
ま
す
。
消
防
署
長
の
外
３
小
隊

一市一消防へ再編一市一消防へ再編

▲西部小学校跡地に建設中の西分署

▲寄贈のあった軽消防自動車

　市民の生命・財産を守り、安心安全のまちづくりを行うため、4月1日から一市一消防本部体制となります。市民の生命・財産を守り、安心安全のまちづくりを行うため、4月1日から一市一消防本部体制となります。
　常備消防における最大の懸案事項であった臼杵市（野津町分）からの受託及び竹田市（緒方町、朝地　常備消防における最大の懸案事項であった臼杵市（野津町分）からの受託及び竹田市（緒方町、朝地
町分）への委託に関し、両市との間で調整が進み、平成19年度当初から一市一消防本部に再編するこ町分）への委託に関し、両市との間で調整が進み、平成19年度当初から一市一消防本部に再編するこ
ととしています。ととしています。

　市民の生命・財産を守り、安心安全のまちづくりを行うため、4月1日から一市一消防本部体制となります。
　常備消防における最大の懸案事項であった臼杵市（野津町分）からの受託及び竹田市（緒方町、朝地
町分）への委託に関し、両市との間で調整が進み、平成19年度当初から一市一消防本部に再編するこ
ととしています。

制
で
、
１
小
隊
13
名
の
３
交
代
で
39
名
。
消
防

車
２
台
、
救
助
工
作
車
、
救
急
車
を
配
備
し
、

消
防
・
救
急
・
救
助
業
務
を
行
い
ま
す
。

１１９番の
正しいかけ方

ち
ょ
っ
と
質
問

３
分
署
を
設
置

緒
方
町
・
犬
飼
町
・
大
野
町

　

消
防
・
防
災
体
制
の
強
化
と
、
全
市
で
消

防
力
の
平
準
化
を
目
指
す
た
め
、
緒
方
町
・

犬
飼
町
・
大
野
町
に
分
署
を
設
置
し
ま
す
。

人
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
署
に
４
名
の
３
交

代
で
12
名
態
勢
。
消
防
車
、
救
急
車
を
配
備

し
消
防
救
急
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

現
行
の
緒
方
分
署
は
南
分
署
と
し
、
主
に

清
川
町
と
緒
方
町
を
管
轄
し
ま
す
。
ま
た
、

犬
飼
派
出
所
は
東
分
署
と
し
、
主
に
犬
飼
町

と
千
歳
町
を
管
轄
。
そ
し
て
今
回
新
た
に
、

大
野
町
西
部
小
学
校
跡
地
に
西
分
署
を
設
置

し
、
大
野
町
と
朝
地
町
へ
の
緊
急
出
動
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
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１
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４
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後
大
野
市
消
防
本
部
で
受
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朝
地
町
、緒
方
町
か
ら
の
１
１
９
番

４
月
１
日
か
ら

豊
後
大
野
市
消
防
本
部
で
受
信

　

１
１
９
番
通
報
は
、
今
ま
で
朝
地
町
、
緒

方
町
に
つ
い
て
は
、
竹
田
市
消
防
本
部
で
受

信
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
市
一
消
防
体
制
と

な
る
４
月
１
日
か
ら
は
、
豊
後
大
野
市
消
防

本
部
通
信
指
令
室
で
受
信
さ
れ
ま
す
。

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
は

４
月
３
日
夕
刻
か
ら　

　

一
般
電
話
及
び
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の
１
１
９

番
は
４
月
１
日
か
ら
の
対
応
で
す
が
、
携
帯

電
話
か
ら
の
１
１
９
番
は
、
４
月
３
日
夕
刻

か
ら
の
受
信
と
な
り
ま
す
。
携
帯
電
話
エ
リ

ア
工
事
の
た
め
４
月
１
日
開
通
が
３
日
ほ
ど

遅
れ
ま
す
。

　

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
４
月
１
日
か

ら
４
月
３
日
15
時
ま
で
は
、
竹
田
市
消
防
本

部
に
接
続
さ
れ
ま
す
。
竹
田
市
消
防
本
部
が

受
信
し
、
途
中
で
切
り
替
え
て
豊
後
大
野
市

消
防
署
に
接
続
さ
れ
ま
す
。

注
意

　

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
市
境
及
び
使

用
す
る
場
所
に
よ
っ
て
、
他
の
消
防
署
に
接

続
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、

事
故
な
ど
の
内
容
、
場
所
を
詳
し
く
話
し
て

く
だ
さ
い
。
接
続
さ
れ
た
消
防
署
か
ら
、
豊

後
大
野
市
消
防
署
に
そ
の
ま
ま
話
せ
る
よ
う

に
転
送
接
続
し
て
く
れ
ま
す
。

●
今
、
分
署
が
あ
り
ま
す
が
再
編
で
何
か
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
（
緒
方
）

●
消
防
救
急
業
務
は
今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
危
険
物
の
規
制
、
建
築
同
意
や
火

入
れ
の
届
出
な
ど
、
火
災
予
防
条
例
で
規

制
さ
れ
る
こ
と
の
届
出
が
、
豊
後
大
野
市

消
防
本
部
に
な
り
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
市
長

が
消
防
署
や
消
防
団
を
統
括
で
き
、
危
機

管
理
体
制
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

●
今
み
た
い
に
す
ぐ
に
消
防
車
や
救
急
車
が

来
な
い
の
で
は
？
（
朝
地
）

●
消
防
分
署
を
移
転
し
た
こ
と
で
、
一
部
地

域
を
除
い
て
現
場
到
着
時
間
は
あ
ま
り
変

わ
り
ま
せ
ん
。

●
私
は
市
境
に
住
ん
で
い
ま
す
。
今
ま
で
救

急
は
近
い
病
院
に
搬
送
し
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

（
朝
地
）

●
傷
病
者
を
搬
送
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
管

轄
外
を
含
み
救
急
現
場
か
ら
最
も
近
く
、

か
つ
傷
病
者
の

症
状
に
速
や
か

に
施
し
え
る
医

療
機
関
を
選
定

す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

消
防
本
部
体
制
は

１
本
部
１
署
３
分
署
に

一市一消防へ再編
　市民の生命・財産を守り、安心安全のまちづくりを行うため、4月1日から一市一消防本部体制となります。
　常備消防における最大の懸案事項であった臼杵市（野津町分）からの受託及び竹田市（緒方町、朝地
町分）への委託に関し、両市との間で調整が進み、平成19年度当初から一市一消防本部に再編するこ
ととしています。

１１９番の
正しいかけ方
１１９番の
正しいかけ方

ここでもう一度
チェック

ここでもう一度
チェック

ち
ょ
っ
と
質
問

ち
ょ
っ
と
質
問

質答質質 答答

春
の

全
国
火
災
予
防
運
動

春
の

全
国
火
災
予
防
運
動

消
さ
な
い
で　

あ
な
た
の
心
の 

注
意
の
火

（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

実
施
期
間 

３
月
１
日
〜
３
月
７
日

　

火
災
が
最
も
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、春
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。こ
の
機
会
に
、今
一
度
防

火
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト

―

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策―

３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
。

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

●
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使

用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
、住

宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

　

火
事
や
救
急
の
際
に
は
あ
わ
て
ず
落

ち
着
い
て
、
自
分
自
身
の
身
の
安
全
を

十
分
に
確
保
し
な
が
ら
、
次
の
点
に
注

意
を
し
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

❶「
火
事
」か「
救
急
」か
を
は
っ
き
り

伝
え
る
。

❷
住
所
や
付
近
の
目
標
と
な
る
建
物
な

ど
を
正
確
に
伝
え
る
。

※
救
急
の
場
合
は
、
住
所
の
番
地
ま
で

伝
え
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

❸「
火
事
」の
場
合
は
、
何（
建
物
、
山
林
、

車
両
な
ど
）が
、
ど
の
よ
う
に
燃
え

て
い
る
の
か
具
体
的
に
伝
え
る
。

❹「
救
急
」の
場
合
は
、
ど
ん
な
事
故
か
、

ど
の
よ
う
な
症
状
か
、
傷
病
者
は
何

人
か
な
ど
、
具
体
的
に
伝
え
る
。

※
交
通
事
故
の
場
合
、
車
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
る
な
ど
、
状
況
を
詳
し
く

伝
え
る
。

❺
最
後
に
、
使
っ
て
い
る
電
話
番
号
、

あ
な
た
の
氏
名
を
伝
え
る

　

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
は
、
移

動
中
で
あ
れ
ば
止
ま
っ
て
か
ら
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
場
所
が
特
定

し
に
く
い
の
で
、

付
近
の
目
標
物
な

ど
を
詳
し
く
伝
え

て
く
だ
さ
い
。
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お問い合わせ先

豊後大野市選挙管理委員会からのお知らせ豊後大野市選挙管理委員会からのお知らせ豊後大野市選挙管理委員会からのお知らせ豊後大野市選挙管理委員会からのお知らせ
●4月8日（日）は、大分県知事選挙・大分県議会議員選挙の投票日です

日　 時 3月15日（木）　10時～
場　所 豊後大野市本庁舎3階　正庁ホール

●大分県議会議員選挙立候補予定者説明会

大分県知事選挙 3月23日
大分県議会議員選挙 3月31日

～4月7日

選挙名 期日前投票のできる期間

「大分の　あしたを築く　この一票」　忘れずに投票しましょう。
豊後大野市の当日投票所の投票時間は、7時から18時までです。
投票日当日、都合により投票時間内に投票にいけない方は、期日前投票をご利用ください。

●大分県知事選挙と大分県議会議員選挙では
　期日前投票の期間が異なります。

豊後大野市選挙管理委員会 0974-22-1001（内線2187・2188）

※期日前投票は市内7箇所どこでも、8
時30分から20時まで投票ができます。
※3月31日から県知事選挙・県議会議員
選挙両方の期日前投票ができるように
なります。期日前投票は投票日（4月8
日）に投票にいけない方がその理由を
記した宣誓書を提出することによって
投票できる制度です。告示日から投票
日前日までが候補者が選挙運動を行
える期間です。候補者の政見を十分に
聞いて投票しましょう。

「しめそうよ　あなたの想い　投票で」

　今回は、犬飼地域総合相談支援センターの取り組みを紹
介します。
　平成18年６月より地域見守りネットワーク運営協議会を
毎月開催し、左記の活動指針のもと地域の課題やニーズに
ついて話し合っています。
　2月には犬飼・千歳・大野地域の合同研修会「認知症サポ
ーター養成講座」を開催。超高齢化社会となり、高齢者世帯
や一人暮らしの方が増加し、地域の中でも「認知症」に対す
る正しい知識が必要となっています。当協議会は、認知症に
なっても安心して暮らせる町づくりを目指し3町協議会委員
の他、地域の生活関連企業の方々にも呼びかけをし、46名
のサポーターを養成することができました。参加者より「認
知症」の理解が深まったとのご意見を多数いただきました。
　今後も研修などを通じ地域の見守りネットの輪が広がる
ことを期待し、更に住民皆様から気軽に声がかかる地域総
合相談センターになるよう努力していきます。

犬飼地域運営協議会活動指針（ビジョン）
「向こう三軒両隣」
防犯・防災・見守りネット
－安全・安心の町づくり－

■地域で互いに見守り合い、いたわり合い、助
　け合う（支え合う）癒し・やすらぎある町づくり
■地域のふれあい・世代間の交流・あいさつ推
　奨による「つながり」・地域でみんなの姿が見
　える町づくり
■地域の教育力を取り戻し、子供を守り・健や
　かな心を育てる町づくり
■豊後大野市の玄関としてきれいな美しい町
　づくり

御
嶽
神
楽国の

重
要
文
化
財
に

＊ちょこっと幸せになる＊

地域総合相談支援センター
まちのよろず相談所
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豊後大野市選挙管理委員会からのお知らせ御
嶽
神
楽

御
嶽
神
楽

御
嶽
神
楽国の

重
要
文
化
財
に

国
の
重
要
文
化
財
に

国
の
重
要
文
化
財
に

神
楽
大
会
の
開
催
な
ど
に
よ
る
公
開
や
情

報
発
信
、
御
嶽
神
楽
33
番
の
舞
の
記
録
保

存
事
業
や
調
査
報
告
書
の
刊
行
な
ど
の
調

査
研
究
。
こ
れ
ら
を
機
軸
と
し
た
地
道
な

活
動
に
よ
り
、
国
指
定
と
い
う
大
輪
の
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

に
は
、
た
だ
ひ
た
む
き
に
保
存
・
継
承
に

取
り
組
ん
で
き
た
神
楽
座
、
そ
し
て
、
そ

れ
を
支
え
て
き
た
地
域
の
人
々
の
思
い
と

汗
が
、
答
申
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

大
き
な
喜
び
と
責
任
の
重
大
さ
痛
感

　

今
回
の
答
申
を
う
け
、
御
嶽
神
楽
保
存

会
の
下
藤
喜
弘
会
長
は
、
「
長
年
、
御
嶽

神
楽
の
文
化
的
評
価
を
求
め
て
き
た
だ
け

に
、
国
指
定
と
い
う
形
で
結
実
し
た
こ
と

は
、
喜
び
ひ
と
し
お
で
す
。
同
時
に
、
保

存
会
と
し
て
、
こ
の
文
化
財
を
守
り
、
後

世
に
継
承
す
る
責
任
の
重
大
さ
も
痛
感
し

て
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
御
嶽
神
楽
座
の
盛
池
良
治
相
談
役

は
「
こ
の
答
申
で
、
い
わ
ば
国
の
宝
と
し

て
認
め
ら

れ
た
わ
け

で
、身
の
引

き
締
ま
る

思
い
で
す
。

今
後
も
こ

の
伝
統
の

火
を
絶
や

さ
ぬ
よ
う

精
進
し
て
い

き
ま
す
。」

と
語
り
ま

し
た
。

未
来
へ
向
け
て

　

今
回
、
御
嶽
神
楽
は
国
の
重
要
文
化
財

指
定
答
申
と
い
う
栄
に
浴
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
豊
後
大
野
市
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
の

価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
た
と
い
う
大
き
な

喜
び
と
同
時
に
、
「
国
の
宝
」
を
守
っ
て

い
く
と
い
う
責
務
も
課
せ
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く
の

は
私
た
ち
で
あ
り
そ
の
子
孫
で
す
。
豊
後

大
野
市
に
は
こ
の
他
に
も
素
晴
ら
し
い
民

俗
芸
能
が
多
く
伝
承
さ
れ
、
県
下
一
の

「
民
俗
芸
能
の
郷
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
こ
の
こ
と
を
誇
り
に

し
、
こ
れ
か
ら
も
保
存
継
承
活
動
へ
の
温

か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▶
国
指
定
の
答
申
の
旨
を
、

　

御
嶽
神
社
に
報
告
す
る
楽
員

　

１
月
19
日
、
国
の
文
化
審
議
会
（
阿
刀

田　

高
会
長
）
に
お
い
て
、
本
市
、
清
川

町
所
在
の
御
嶽
神
楽
を
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
す
る
こ
と
が
文
部
科
学

大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
御
嶽
神
楽
の
持
つ
歴
史
性
と

伝
統
性
が
文
化
的
に
非
常
に
重
要
で
保
存

の
措
置
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
で
あ
り
、
大
分
県
内
の
神
楽
で
初

の
指
定
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
答
申
ま
で
の
間
、
神
楽
座
と
保

存
会
、
住
民
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
こ

の
御
嶽
神

楽
の
保
存

継
承
に
取

り
組
み
、

自
ら
の
文

化
の
重
要

性
を
訴
え

る
べ
く
努

力
し
て
き

ま
し
た
。

　

御
嶽
流

▶
地
域
の
生
活
の
中
に

　

神
楽
が
息
づ
い
て
い
ま
す

御
嶽
神
楽
答
申
ま
で
の
経
過

昭
和
63
年　

御
嶽
流
神
楽
大
会
は
じ
ま
る

こ
の
大
会
は
今
日
ま
で
20
年
間
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
、

神
楽
の
研
鑽
、そ
し
て
清
川
が
誇
る
べ
き「
御
嶽
神

楽
」を
市
内
外
に
発
信
し
て
き
た
。

平
成
12
年　
御
嶽
神
楽
の
祭
典
i
n 

グ
ラ
ン
シ
ア
タ

大
分
県
一
村
一
文
化
事
業
に
よ
り
当
時
、
神
楽
単

独
で
は
異
例
の
有
料
公
演
を
開
催
、
大
盛
況
を
収

め
た
。

平
成
14
年　

御
嶽
神
楽
33
番
記
録
保
存
事
業

今
で
は
、保
存
継
承
活
動
の
常
套（
じ
ょ
う
と
う
）手

段
と
な
っ
て
い
る
映
像
に
よ
る
記
録
保
存
事
業
を
先

駆
的
に
取
り
組
む
。

平
成
15
年　
『
悠
久
に
舞
い
継
ぐ
御
嶽
神
楽
』

　
　
　
　
　
（
芦
刈 

政
治 

編
著
）刊
行

映
像
記
録
と
付
随
し
て
、沿
革
ま
で
を
含
め
た
保
存

資
料
と
し
て
刊
行
。

平
成
16
年　

御
嶽
神
楽
調
査
研
究
委
員
会
発
足

調
査
研
究
委
員
会
は
、平
成
17
年
ま
で
に
計
６
回
開

催
、県
内
民
俗
芸
能
研
究
の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
る

方
々
、地
域
の
地
方
史
に
造
詣
の
深
い
方
々
な
ど
を

集
め
、「
神
楽
」全
般
の
研
究
か
ら
、そ
の
中
で
の
御
嶽

神
楽
の
位
置
づ
け
、そ
の
歴
史
的
価
値
と
意
義
を
見

出
し
た
。

平
成
17
年　

市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
１
集

　
　
　
　
　
『
御
嶽
神
楽
』（
立
平 

進 

監
修
）刊
行

町
村
合
併
に
よ
り
、御
嶽
神
楽
調
査
研
究
委
員
会

も
豊
後
大
野
市
に
引
き
継
が
れ
、市
教
育
委
員
会

文
化
財
課
に
よ
り
調
査・研
究
も
本
格
化
。加
速
度

的
に
調
査
研
究
が
進
み
、平
成
18
年
３
月
に
は
学
究

的
な
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。

平
成
18
年　

国
指
定
重
要
文
化
財
指
定
の
答
申

こ
れ
ま
で
の
調
査
の
成
果
と
文
化
庁
文
化
財
調
査

官
の
実
見（
視
察
）に
よ
り
、つ
い
に
２
月
の
文
化
審
議

会
に
於
い
て
指
定
の
答
申
が
出
さ
れ
た
。
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中山間地域等直接支払い制度について中山間地域等直接支払い制度について

農家への支援を強化します―豊後大野市農業振興センター―農家への支援を強化します―豊後大野市農業振興センター―

　この制度は、平地地域に比べ農地生産条件が不利な中山間地域に対し、耕作放棄地の防止、多面的機能の維持・
増進、自立的かつ継続的な農業生産活動ができるよう、中山間地域等の農業従事者を支援しようとするものです。

緩傾斜農地については次のＡ、Ｂのいずれか一方を満たすこと
Ａ急傾斜農地と連担している、１ha以上まとまっている緩傾斜農地
（田については急傾斜と連担していなくても対象とする）
Ｂ緩傾斜農地を含んで協定を結んだ集落における高齢化率が30％以
上で、かつ耕作放棄率が水田で５％以上、畑で10％以上    

◆
対
象
及
び
対
象
行
為

　

集
落
協
定
に
基
づ
き
５
年
以
上
継

続
し
て
農
業
生
産
活
動
を
行
う
集
落

が
対
象
で
、
集
落
協
定
で
対
象
農
地

の
範
囲
、
構
成
員
の
役
割
分
担
、
交

付
金
の
配
分
方
法
、
活
動
内
容
等
を

決
め
て
も
ら
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
交
付
金
の
交
付
は
平
成

21
年
度
ま
で
で
、
協
定
に
基
づ
く
活

動
に
つ
い
て
は
、
協
定
認
定
年
度
か

ら
５
年
間
に
な
り
ま
す
。

◆
申
請
期
限

　

平
成
19
年
６
月
29
日
㈮
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、
傾
斜
等
の
測
量
、
農
振
農

用
地
の
確
認
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
最
寄
り
の
支
所
産
業
建
設
課

ま
た
は
本
庁
農
業
振
興
課
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
加
算
措
置
や
認
定
農
業

者
を
対
象
と
し
た
個
別
協
定
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

本
制
度
に
つ
い
て
は
、
生
産
調
整

と
の
整
合
性
な
ど
細
か
な
規
定
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

豊
後
大
野
市
役
所
農
業
振
興
課

　

☎
0
9
7
4
ー

2
2
ー

1
0
0
1

　
（
内
線
2
4
0
6
）

　

清
川
支
所

　

☎
0
9
7
4
ー

3
5
ー

2
1
1
1

　

緒
方
支
所

　

☎
0
9
7
4
ー

4
2
ー

2
1
1
1

　

朝
地
支
所

　

☎
0
9
7
4
ー

7
2
ー

1
1
1
1

　

大
野
支
所

　

☎
0
9
7
4
ー

3
4
ー

2
3
0
1

　

千
歳
支
所

　

☎
0
9
7
4
ー

3
7
ー

2
1
1
1

　

犬
飼
支
所

　

☎
0
9
7
ー

5
7
8
ー

1
1
1
1

◆
対
象
農
用
地

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地

区
域
の
農
用
地
で
、
次
の
基
準

に
あ
っ
た
１
ha
以
上
の
ま
と
ま

り
の
あ
る
農
用
地
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
田
の
傾
斜
基
準
を
満
た

す
１
ha
以
上
の
田
畑
混
在
地
の

う
ち
、
田
に
お
い
て
は
１
ha
未

満
で
あ
っ
て
も
、
交
付
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

担
い
手
の
減
少
・
高
齢
化
、

低
迷
す
る
農
業
算
出
額
な

ど
、
豊
後
大
野
市
の
農
業

が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
、
農
業
関
係
機
関
が

一
か
所
に
集
ま
り
、
連
携

し
て
対
応
し
て
い
く「
豊
後

大
野
市
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
」が
4
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

市
農
業
振
興
課
、
市
農

業
委
員
会
、
J
A
ぶ
ん
ご
大

野
、
県
南
部
農
業
共
済
組

合
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
、
農
家

と
接
す
る
業
務
の
職
員
が
集

ま
り
、
事
務
所
を
一
つ
に
し
て
農
家
を
支
援
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
各
種
手
続
き
や
相
談
が
一
つ
の
事
務

所
で
行
え
、
農
家
が
各
事
業
所
に
出
向
か
ず
に
済
む
と
い

う
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
農
業
の
知
識
を

有
す
る
職
員
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
と
意
識
・
認

識
の
共
有
化
も
図
ら
れ
、
適
切
か
つ
迅
速
な
対
応
が
図
ら

れ
ま
す
。

　

事
務
所
と
な
る
の
は
、
旧
大
野
地
方
振
興
局
の
一
階
東

側
の
旧
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
跡
地
。
約
40
人
が
集
ま
り
、

農
業
事
務
・
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

　

行
わ
れ
る
事
務
の
主
な
も
の
は
市
役
所
農
業
振
興
課
の

取
り
扱
う
事
務
全
般（
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
除

く
）、
農
地
の
斡
旋
・
相
談
、
J
A
ぶ
ん
ご
大
野
営
農
経

済
部
の
取
り
扱
う
事
務
全
般
、
南
部
農
業
共
済
組
合
の

共
済
事
業
の
受
付
・
相
談
な
ど
。
農
業
に
関
す
る
事
務

の
大
半
が
こ
こ
に
集
ま
り
ま
す
。

　

農
業
関
係
機
関
の
連
携
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
農
業
指

導
体
制
と
な
り
、
農
家
を
支
援
し
て
い
く
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
。
今
後
の
大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
豊
後
大
野
市
役
所
農
業
振
興
課
☎
0
9
7
4
ー

2
2
ー

1
0
0
1

　

豊
後
大
野
市
農
業
委
員
会
☎
0
9
7
4
ー

2
2
ー

1
0
0
1

　

J
A
ぶ
ん
ご
大
野
本
所　

☎
0
9
7
4
ー

2
2
ー

２
１
２
１

　

大
分
県
南
部
農
業
共
済
組
合
☎
0
9
7
4
ー

2
2
ー

3
3
3
0

対 象 基 準
田 畑

１／２０以上 

区 分

急 傾 斜 農 地

緩 傾 斜 農 地

１５度以上
１／１００以上～１／２０未満 ８度以上～１５度未満

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
る
事
務

市農業振興課

農業振興課の
取り扱う事務全般

（農業振興地域整備計画を除く）

市農業委員会

農地の斡旋・
相談など

JAぶんご大野営農経済部

営農経済部の
取り扱う事務全般

県南部農業共済組合

共済事業の受付・
相談など

▲事務所が設置される旧農業改良普及センター跡地
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平成1 9年に米・麦・大豆を生産する農業者の皆様へ

担い手の皆様に対する新しい税制の特例措置についての大切なお知らせ

平成1 9年に米・麦・大豆を生産する農業者の皆様へ
　

4
月
1
日
か
ら
7
月
2
日
ま
で
の
間
、
平

成
19
年
に
米
・
大
豆
を
作
付
す
る
生
産
者
を

対
象
に
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
加

入
申
請
の
受
付
を
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
秋

に
麦
を
作
付
け
て
加
入
申
請
を
行
わ
な
か
っ

た
方（
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
未
加
入
者
）

の
加
入
受
付
も
行
い
ま
す
。

◆
加
入
要
件

①
経
営
面
積
が
3
.
2
ha
以
上
の
認
定
農
業

者
②
経
営
面
積
が
15
.
8
ha
以
上
の
特
定
農
業

団
体
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
様
の
要
件
を
満

た
す
組
織

③
経
営
面
積
４
ha
以
上
の
生
産
調
整
組
織

（
地
域
の
生
産
調
整
面
積
の
過
半
を
受
託

し
、
生
産
調
整
の
推
進
に
貢
献
し
て
い
る

組
織
）

④
農
業
所
得
が
市
の
基
本
構
想
の
半
分

（
2
0
0
万
円
）を
超
え
、
か
つ
対
象
品
目

の
収
入
、
所
得
又
は
経
営
規
模
の
い
ず
れ

か
が
概
ね
１
／
３
以
上
の
場
合

　

な
お
、
平
成
19
年
産
よ
り
品
目
横
断
的
経

営
安
定
対
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

現
在
実
施
し
て
い
る「
担
い
手
経
営
安
定
対

策
」、「
麦
作
経
営
安
定
資
金
」、「
大
豆
交
付

金
」が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
本
対
策
に
加
入
し

な
い
と
麦
・
大
豆
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
同
時
に
、

生
産
条
件
不
利
補
正
交
付
金（
ゲ
タ
対
策
）の

た
め
の
過
去
実
績
の
登
録
も
受
付
ま
す
。

◆
加
入
申
請
窓
口

　

九
州
農
政
局

　

大
分
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

　
（
三
重
町
市
場
6
5
5
番
地
の
2
）

　

☎
0
9
7
4
ー

2
2
ー

2
3
1
1

担い手の皆様に対する新しい税制の特例措置についての大切なお知らせ
　

平
成
19
年
度
か
ら
、
品
目
横
断
的
経

営
安
定
対
策
、
米
政
策
改
革
推
進
対
策
、

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
に
係

る
交
付
金
等
に
つ
い
て
、
新
し
い
課
税

の
特
例
措
置
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
、
品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
の
交
付
金
等
を
受
領

し
た
担
い
手
の
方
が
、
こ
の
交
付
金
等

を
経
営
発
展
の
た
め
の
準
備
金
と
し
て

積
み
立
て
た
場
合
、
そ
の
積
立
分
に
つ

い
て
必
要
経
費（
損
金
）に
算
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
積
み
立
て
た

準
備
金
を
取
り
崩
し
て
、
農
業
用
固
定

資
産（
農
用
地
・
農
業
用
機
械
等
）を
取

得
し
た
場
合
、
圧
縮
記
帳（
圧
縮
額
を

損
金
算
入
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

交
付
金
等
を
受
領
す
る
方
で
、
こ
の

税
制
特
例
を
受
け
よ
う
と
思
う
担
い
手

の
方
は
、
次
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

①
平
成
20
年
の
確
定
申
告（
平
成
19
年

分
の
所
得
）は
青
色
申
告
で
行
う
こ

と
が
必
要
な
た
め
、
平
成
19
年
3
月

15
日
ま
で
に「
青
色
申
告
承
認
申
請

書
」を
最
寄
り
の
税
務
署
に
提
出
す

る
。

②
平
成
19
年
1
月
以
降
の
事
業
に
つ
い

て
、
所
定
の
帳
簿
で
記
帳
す
る
。

※
担
い
手
と
は
、
認
定
農
業
者
と
一
定

の
集
落
営
農
組
織
で
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

九
州
農
政
局

大
分
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

（
三
重
町
市
場
6
5
5
番
地
2
）

☎
0
9
7
4
ー

2
2
ー

2
3
1
1

緑のふるさと協力隊員　古山朋子

　大野町へ来てから約11か月、3月で緑のふるさと協力隊の任期が終わります。
　この一年、農作業をはじめ、物産館「大地」の手伝い、イベントスタッ
フ、幼稚園運動会、料理講習など多くのことを体験。また今年度は、協力隊
活動を市内の４町に広げることができました。
　はじめての農作業や大野弁に悪戦苦闘しながらも、多くの方々に親切にし
ていただき、大変充実した日々を過ごすことができました。中でも農作業は
どれも新鮮で毎回勉強の日々でした。暑い中汗を流しながらの作業も、寒い
中凍えながらの作業も私にとっては楽しいものでした。自然の厳しさも実感
しましたが、今年一年の生活を経て、収穫の喜びや自然を感じながら生活が
送れることがとても贅沢なことだと思っています。
　日常生活でも周囲の方々に大変親切にしていただき、楽しい毎日を過ごし
ました。その親切に甘えすぎた証拠に、大野町へ来てから相当肥えてしまいました。
　市内の全町を回れなかったことに悔いは残っています。そして自分が協力隊として豊後大野市に何を
残せたのか分かりません。思い残すこともたくさんありますが、この一年、私の活動や生活を支えてく
ださった周囲の方々には本当に感謝しています。
　来年度は豊後大野市に残り、市民の一人として新協力隊を迎えたいと思います。
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誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指し
第１回豊後大野市地域福祉推進大会開催 ＊佐藤シゲ子さん

１００歳おめでとうございます

全
市
一
丸
と
な
っ
て

安
全
を
確
保

　１月28日、エイトピアおおので、第１回豊後大野市地域福祉
推進大会が開催され、約800名が参加しました。
　主催者の市社会福祉協議会三浦健一会長あいさつの後、福
祉に貢献のあった方々に、会長から表彰状が贈呈されました。
その後、三遊亭らん丈さんが「共治、共生、協働のまちづくり」
と題し講演。エントランスホールでは、DANパネ団によるパネ

ルシアターなど
が行われ、たく
さんの子どもた
ちで賑わいまし
た。また、屋外で
は、各福祉団体
が模擬店を行
い、大会を盛り
上げました。

◀
市
長
か
ら
の
祝
福
を
喜
ぶ
佐
藤
さ
ん

▲熱心な議論が交わされました

▲講演を熱心に聞く参加者

　

２
月
５
日
、行
政
・
学
校
・
警

察
な
ど
、各
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ

の
枠
を
超
え
て
子
ど
も
の
安

全
確
保
に
つ
い
て
話
し
合
う
、

第
２
回
子
ど
も
の
安
全
確
保

に
係
る
豊
後
大
野
市
対
策
会

議
が
、三
重
町
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

豊
後
大
野
警
察
署
生
活
安

全
課
長
に
よ
る
市
内
の
声
か

け
事
案
等
に
つ
い
て
の
報
告
の

後
、三
重
町
ど
ん
ぐ
り
幼
稚
園

の
、安
全
に
対
す
る
取
り
組
み

の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
い
つ
も
誰

か
が
見
守
っ
て
い
る
。そ
の
た

め
の
連
携
を
確
認
す
る
場
と

も
な
っ
た
よ
う
で
す
。

生
活
学
校
運
動

豊
肥
地
区
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会

▲説明を熱心に聞く皆さん

　

２
月
２
日
、大
分
県
生
活
学
校

運
動
豊
肥
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

が
朝
地
公
民
館
で
行
わ
れ
、三
重

町
、緒
方
町
、朝
地
町
、久
住
町
の

生
活
学
校
か
ら
約
30
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、最
近
の
青
少

年
に
関
す
る
痛
ま
し
い
事
件
が

多
い
中
、教
育
環
境
の
あ
り
方
や

現
場
の
現
状
に
つ
い
て
理
解
す
る

た
め
朝
地
の
教
育
ゾ
ー
ン
を
見

学
。そ
の
後
、公
民
館
で
意
見
交

換
し
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
現
在
建

設
中
の
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
質

問
に
、小
野
長
次
館
長
が
説
明
を

行
い
ま
し
た
。ま
た
、各
生
活
学

校
の
取
り
組
み
の
発
表
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

▲柴曳きはどっちが勝つかな？

　１月30日、大野町中土師の佐藤シゲ子さんが100
歳の誕生日を迎えました。
　若いときから農業に従事し、健康的だったという佐
藤さん。今もとてもお元気で、身の回りの世話なども
自分でされるそうです。
　お酒もたしなみ、また歌うことも大好きとのこと。
　これからもまだまだお元気でいてください。

ボランティアの皆さんと楽しく 　障がいを持つ子どもを育てるうえ
での、楽しいことや苦労などを共有
し、情報交換をする保護者の会「広
域親の会」主催のお楽しみ会が、１
月５日犬飼町で開催されました。
　会には学生から一般まで49名が
ボランティア参加。三重高校の神楽
やゲーム、またみんなで鉄板焼きを
作ったり、会は本当に賑やかに。参
加したボランティアの皆さんや、子ど
もたち、保護者の笑顔が本当に素敵
な一日でした。
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小富士山頂目指し
健康づくり歩こう会
　２月11日、小富士山健康づくり歩こ
う会が行われ、緒方町や竹田市など
から約200人が山頂を目指しました。
山頂には岡藩主中川家のお墓があ
り、祖母山・阿蘇山・久住山など四方が
見わたせ気分は最高。実行委員会に
よるじゃんけん大会やダーツなどのイ
ベントや、平心会、寺原すみれ会によ
る模擬店もあり、地域を越えて親睦と
交流を深めました。
　最高年者は児玉亮さん86歳（竹田
市片ケ瀬）、最年少者は岡本ひろむく
ん１歳（犬飼町）でした。

　１月22日、大分県商工会女性部連合会から車椅子が寄贈されま
した。今回寄贈を受けたのは豊後大野市役所清川支所と豊後大
野市社会福祉協議会千歳支部の２か所。
　「私たちにもできる福祉活動」をスローガンに、平成９年から10
年間にわたって展開されている「車いす募金活動」によって行わ
れました。
　やさしいまちづくりの実現という思いが込められた、車椅子。大
切に使用させていただきます。

大切に使用します

　緒方工業高校の生徒が、公立おがた総合病院に
車椅子、ＪＲ緒方駅にベンチを寄贈しました。生徒
自身が作成したもので、車椅子は緒方町内の福祉
施設から譲り受けた中古品を修理したもの。
　生徒代表の工藤辰也さんから「地域のために何
かできないかと考え、学校にあった車椅子を修理し
て病院に寄贈することにしました」との言葉。これ
に対して野田院長が「新品でなくても君達の気持
ちが込められたすばらしい車椅子です。大切に使
用させていただきます」と感謝の言葉を送りました。

緒方工業高校生が
地域に車椅子・ベンチ寄贈

▲講演を熱心に聞く皆さん

▲寄贈いただいた清川（左）と千歳（右）の両車椅子

▶
緒
方
工
業
高
校
の
皆
さ
ん
と

　

寄
贈
し
た
車
椅
子

会場は満員　豊後大野市芸術祭

住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
を

第
２
回
朝
地
町
女
性
の
つ
ど
い

▲ゲームを楽しむ子どもたち

　第２回豊後大野市芸術祭が、１月30日から２月４日までエイトピアおおので開
催されました。
　市文化連盟協議会会員により、展示の部、舞台の部、お茶席の部に分かれて
行われました。展示の部は、絵画や書道、俳句など約240点を展示。大ホールで
は46団体が踊りや歌などの舞台発表を行い、満員の会場からはおおきな拍手
が贈られました。

　

朝
地
公
民
館
で
１
月
28
日
、第
２
回
朝
地
町
女
性

の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。始
め
に
、朝
地
町

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
長
の
岩
崎
蓉
子
さ
ん
が

「
こ
の
機
会
に
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
考
え
、皆

さ
ん
が
手
を
携
え
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
」と
あ
い
さ
つ
。　
　

　

そ
の
後
、九
重
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
の
小
幡
千

草
さ
ん
が「
と
も
に
支
え
合
う
社
会
を
め
ざ
し
て
小

さ
な
一
歩
を
踏
み

出
そ
う
」と
題
し

て
講
演
。役
場
の

公
民
館
主
事
と

し
て
の
仕
事
が
長

か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、女
性
の
地
位

向
上
や
同
和
問

題
な
ど
経
験
を

元
に
講
演
。参
加

者
は
引
き
込
ま

れ
る
よ
う
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。
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園
芸
関
係
表
彰

▲迅速な消火活動

　

２
月
８
日
、大
分
市
で
園
芸
関
係
表
彰

式
並
び
に
園
芸
活
性
化
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、各
団
体
や
個
人
の
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。

　

第
16
回
大
分
県
野
菜
経
営
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、栽
培
面
積
を
３
倍
に
拡
大
し
、

産
地
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
点
が
評
価
さ

れ
た
、ぶ
ん
ご
大
野
農
業
協
同
組
合
ゴ
ー

ヤ
部
会
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
。ま
た
、第

11
回
大
分
県
果
樹
産
地
活
性
化
プ
ラ
ス

10
運
動
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、ぶ
ん
ご

大
野
農
業
協
同
組
合
清
川
町
桃
生
産
部

会
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

伝説を広めようと
真名野長者パズル作成
　真名野長者伝説をゲーム化したいと考えていた三谷征
夫さん（三重町赤嶺）が、このほど真名野長者パズルを作
りました。
　４・５年前から構想はありましたが、実際に昨年から作り
始めやっと完成。「知人に見せたところ、面白くてかなりは

まってしまったようで
す。今後デザインなど
改良しながら良いもの
にしていきます。今は
第１段階、伝説や事実
に基づいて色々なシ
リーズを作っていきた
い」と意欲を燃やして
います。

九州地区体育指導委員
功労者表彰受賞

▲ぶんご大野協同組合ゴーヤ部会

百
枝
小
学
校

学
校
安
全
で
全
国
表
彰

　

地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
へ
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、百
枝
小
学

校
が
学
校
安
全
に
関
す
る
全
国
表

彰
を
受
賞
。そ
の
表
彰
状
授
与
式
が

１
月
12
日
、百
枝
小
学
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
状
を
授
与
し
た
の
は
日
本

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
。安
全
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
学
校
を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
回

表
彰（
平
成
17
年
度
の
取
り
組
み

が
対
象
）の
県
内
対
象
校
は
百
枝

小
学
校
１
校
の
み
で
し
た
。

　

地
域
・
保
護
者
・
学
校
が
一
体
と
な

り
、高
い
学
校
安
全
意
識
を
築
き
、

ま
た
取
り
組
ん
で
い
る
百
枝
小
学

校
。今
回
の
表
彰
を
機
に
、さ
ら
に

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通
え
る

学
校
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

大
野
町「
常
忠
寺
」で

火
災
防
御
訓
練

　

１
月
28
日
、文
化
財
防
火
デ
ー

に
伴
う
火
災
防
御
訓
練
が
、大
野

町
藤
北
の
市
指
定
史
跡「
常
忠

寺
」で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
30
分
に
常
忠
寺
で

火
災
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、

直
ち
に
大
野
町
消
防
団
第
二
分

団
が
出
動
し
迅
速
な
消
火
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、訓
練

に
は
常
忠
寺
を
管
理
し
て
い
る

藤
北
支
部
の
皆
さ
ん
も
参
加
し

ま
し
た
。

表彰を受ける百枝小学校の麻生三恵子校長▲

▲ぶんご大野農業協同組合
　清川町桃生産部会

▶
真
名
野
長
者
パ
ズ
ル
を
手
に
す
る

　

三
谷
さ
ん

　東藤雅廣さん（朝地町下野）が長年の体育指導委員と
しての功績を認められ、九州地区体育指導委員功労者表
彰を受賞しました。
　東藤さんは平成３年就任以来、通算15年にわたり体育
指導委員としてス
ポーツ振興に貢
献。特に卓球の普
及、技術力向上や
少年少女の育成
に精力的に取り
組んできました。
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新校舎で新たな歴史を築きます

▲小学生も一般と同じです

感謝の気持ちを出席者に伝える6年生▲

豊
肥
地
区

卓
球
選
手
権
大
会

真っ黒になりながら炭焼き体験
　２月９日、百枝小学校５年生による炭焼き体験教室が、学
校近くの炭焼き窯で行われました。
　今回の炭焼きの指導者は市保護司会７名の皆さん。保
護司会との交流を通じて健全な青少年を育てることを目
的に行われました。
　事前に焼いていた炭を出す窯出しでは、全身真っ黒にな
りながら歓声をあげ、またふざけあって炭を付け合う場面
も。「炭のいいにおいがする」などの感想も聞かれました。
　窯入れでは、自分たちで作る炭の出来上がりを楽しみに
しながら、みんなで協力して窯の中に原木を並べました。
　休憩時間に
は準備されてい
た焼いもや焼き
おにぎりをほお
ばりながら、炭
についての話を
し、保護司会の
皆さんとの交流
がいっそう深
まったようです。

　２月６日、三重東小学校の新校舎落成式が行われました。
　老朽化により耐震の安全性が心配されていた旧校舎を、
安全で学習しやすい環境づくりにと、建て替えられました。
新設された校舎は鉄筋コンクリート３階建。車椅子対応と
してエレベーターが、また不審者対策として防犯カメラがそ
れぞれ設置されています。
　また児童や地域が一体となって学習できる場ということ
も目的に建設され、開放感のある校舎となっています。
　式では、式辞などの後、６年生全員が、「新しい施設はうれ
しさと驚きでいっぱいでした。この校舎で新しい伝統を築い
ていきます」と謝辞を述べました。そして最後に感謝の気持
ちを込め
て、校歌が
斉唱され、
新しい伝統
へのスター
トが切られ
ました。

豊
後
大
野
市

少
年
少
女
駅
伝
競
走
大
会

　

１
月
28
日
、第
２
回
豊
後
大
野
市
少
年
少
女
駅
伝
競

走
大
会
が
、緒
方
町
総
合
運
動
公
園
周
回
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
、市
内
の
小
学
生
約
260
名
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。

男
子
優
勝　

三
重
町
陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ

準
優
勝　

三
重
町
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｃ

第
三
位　

三
重
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
Ａ

区
間
賞　

１
区
小
池
遥
平
／
２
区
佐
藤
孝
行
／
３
区
後

藤
建
志
郎
／
４
区
古
澤
慶
一
／
５
区
田
崎
将
真

努
力
賞　

１
区
白
石
純
也
／
２
区
広
瀬
健
太
／
３
区
安

藤
昇
／
４
区
玉
田
祐
磨
／
５
区
古
澤
叡

女
子
優
勝

三
重
町
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｃ

準
優
勝

三
重
町
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｂ

第
三
位

三
重
町
陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ

区
間
賞

１
区
藤
田
み
な
み
／
２

区
佐
々
木
暢
子
／
３
区

森
田
侑
莉
／
４
区
工
藤

杏
華
／
５
区
後
藤
美
音

努
力
賞

１
区
生
野
遥
／
２
区
工

藤
佑
華
／
３
区
西
岡
里

香
／
４
区
伊
東
明
音

／
５
区
高
橋
彩
良

　

２
月
４
日
、豊
肥
地
区
卓
球
選
手
権
大

会
が
朝
地
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。豊
後
大
野
市
、竹
田
市
、臼
杵
市
野

津
町
の
在
住
者
や
出
身
者
、ま
た
豊
肥
地

区
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
な
ど
約
200
人

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。結
果
は
次

の
と
お
り
。

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
位
吉
藤
慎
也
／
２
位

横
田
昭
洋
／
３
位
志
賀
勇
／
志
賀
卓
司

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
位
羽
田
野
美
貴
／
２

位
宇
野
実
花
／
３
位
足
立
ゆ
い
／
相
馬

未
希

男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
位
野
口
隆
・
佐
藤
貴
司

／
２
位
小
代
良
治
・
溝
口
長
生
／
３
位
東

藤
雅
廣
・
横
田
昭
洋
／
吉
藤
慎
也
・
和
田

親
典

女
子
ダ
ブ
ル
ス
１
位
和
田
梢
・
阿
南
由
美

／
２
位
志
賀
寿
美
・
横
田
め
ぐ
み
／
３
位

音
成
温
子
・
羽
田
野
美
貴
／
温
真
智
愛
・

後
藤
咲
紀

混
合
ダ
ブ
ル
ス
１
位
山
本
勇
治
・
和
田
梢

／
２
位
志
賀
勇・志
賀
寿
美
／
３
位
横
田
昭

洋・横
田
め
ぐ
み
／
吉
藤
慎
也・阿
南
由
美
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豊後大野市市民協力員の募集
▶
優
勝
し
た
犬
飼
野
球
B
チ
ー
ム

日
時　

３
月
25
日（
日
）雨
天
決
行

申
込
締
切　

３
月
９
日（
金
）消
印
有
効

申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

豊
後
大
野
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

内
三
重
町
さ
く
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
事

務
局

☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

　
（
内
線
２
５
５
３
）

　

豊
後
大
野
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交

流
ド
ッ
チ
ビ
ー
大
会
が
、２
月
４
日
大

原
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

14
チ
ー
ム
約
200
名
が
参
加
し
交
流
と

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

犬
飼
野
球
B

準
優
勝　

清
川
野
球
A

第
３
位　

三
重
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
A

百
枝
若
あ
ゆ
野
球
B

三重中ソフトテニス部
九州大会で優勝

三
重
町
さ
く
ら

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
募
集

　

大
原
総
合
体
育
館
で
は
、平
成
19
年
度

み
え
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
申
し
込
み

受
付
を
、３
月
22
日（
木
）よ
り
総
合
窓
口

で
開
始
し
ま
す
。定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
の
で
、申
し
込
み
を
希
望
さ
れ

る
方
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
大
原
総
合
体
育
館
事
務
局

☎
０
９
７
４-

２
２-

３
３
８
０

平
成
１９
年
度

み
え
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

申
込
受
付

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、ス
ポ
ー
ツ
活

動
、文
化
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、地

域
活
動
、指
導
活
動
な
ど
を
行
う
５
名
以

上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体（
社
会
教
育
関

係
団
体
）を
対
象
に
、活
動
中
の
傷
害
事

故
及
び
賠
償
責
任
を
負
う
事
故
を
補
償

す
る
も
の
で
す
。

受
付
開
始　

３
月
１
日
か
ら

保
険
期
間　

平
成
19
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
20
年
３
月
31
日

※

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
大
分
県
支
部

　

☎
０
９
７-

５
５
２-

０
４
０
０

　

豊
後
大
野
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

　
（
内
線
２
５
５
３
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

募
集
に
つ
い
て

み
え
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流

ド
ッ
チ
ビ
ー
大
会

　三重中学校のソフトテニス部女子が、
昨年末に熊本市で行われた「第21回九
州ジュニア選抜インドアソフトテニス大
会」でみごと団体優勝をしました。

▶
優
勝
し
た

　

三
重
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

三
重
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
長
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

１
月
28
日
、三
重
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
長
杯
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
大
原
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。県
内
よ
り
50
チ
ー
ム
が
参
加
し
、パ
ー
ト

優
勝
目
指
し
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝（
ト
リ
ム
の
部
）

A
パ
ー
ト　

三
重
ス
タ
ー
火

B
パ
ー
ト　

三
年
坂
レ
ッ
ド

C
パ
ー
ト　

T
e
a
m
洋
一

D
パ
ー
ト　

三
年
坂
ブ
ル
ー

E
パ
ー
ト　

三
重
ス
タ
ー

F
パ
ー
ト　

サ
プ
ラ
イ
ズ

優
勝（
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
）

G
パ
ー
ト　

ハ
イ
ジ

H
パ
ー
ト　

ラ
ブ
リ
ー
ズ

I
パ
ー
ト　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ブ
レ

ン
ド

J
パ
ー
ト　

F
l
y

特
別
賞

も
み
じ
／
ど
ん
ぐ
り

日
時　

３
月
18
日(

日)

９
時
〜
15
時
30
分

場
所　

大
原
総
合
体
育
館
な
ど
周
辺

内
容　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、キ
ッ
ズ
プ

　
　
　

ロ
グ
ラ
ム（
２
歳
以
上
対
象
）、体

験
３
Ｂ
体
操
な
ど

参
加
料　

中
学
生
以
上
２
０
０
円

　
　
　
　

小
学
生
以
下
１
０
０
円

　
　
　
　

家
族
５
０
０
円（
３
名
以
上
）

※

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ・タ
オ
ル
持
参

■
み
え
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
０
９
７
４-
２
２-
３
３
８
０

問

問 問

市報 ぶんごおおの　2007.3　14



　チャレンジ！おおいた国体豊後大野市実行委員会では、2008年開催の「チャレンジ！おおいた国体」を市
民総参加により成功させ、大会運営及びリハーサル運営を支える様々な業務にご協力いただける「豊後大野
市市民協力員」を募集いたします。
　全国から集まる多くの仲間たちに、真心のこもった温かいおもてなしをしてみませんか。多くの皆さんの
ご応募をお願いいたします。

募
集
期
間

　

第
1
次
募
集

　

３
月
１
日（
木
）〜
４
月
27
日（
金
）

応
募
資
格

　

中
学
生
以
上
の
方
で
、
豊
後
大
野
市
内

在
住
・
通
勤
・
通
学
の
方
（
未
成
年
の
方

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
同
意
を
必
要
と

し
ま
す
）

応
募
方
法

　

国
体
推
進
課
（
中
央
公
民
館
２
階
、
本

庁
・
各
支
所
窓
口
に
置
い
て
あ
る
登
録
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
国
体
推
進

課
ま
で
郵
送
、
も
し
く
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）
。

主
な
活
動
内
容

　

各
競
技
会
場
で
の
案
内
・
接
待
・
会
場
整

理
・
美
化
・
救
護
補
助
・
場
内
誘
導
・
イ
ベ

ン
ト
等
の
Ｐ
Ｒ
・
環
境
美
化
活
動
・
花
い
っ

ぱ
い
運
動
・
駅
周
辺
の
案
内

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
（
19
年
度
）

及
び
大
会
本
番
ま
で
に
行
う
業
務

★
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

国
体
で
豊
後
大
野
市
を
訪
れ
る
多
く
の

方
々
を
花
い
っ
ぱ
い
で
歓
迎
し
よ
う
と
す
る

活
動
で
す
。

★
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動

　

国
体
で
豊
後
大
野
市
を
訪
れ
る
多
く
の

方
々
を
き
れ
い
な
環
境
で
歓
迎
し
よ
う
と
す

る
活
動
で
す
。
競
技
会
場
の
美
化
活
動
や
市

内
道
路
沿
線
の
美
化
活
動
を
し
ま
す
。

★
広
報
・
啓
発
活
動

　

市
内
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
国
体
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
い
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
の
の
ぼ
り
等
の
設
置
、

啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布
な
ど
の
補
助
活
動
を
行

い
ま
す
。

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
（
19
年
度
）

及
び
大
会
本
番
で
必
要
な
業
務

★
受
付
・
案
内　

　

総
合
案
内
所
や
各
案
内
所
で
来
場
者
の
案

内
、
受
付
で
の
資
料
配
布
等
を
行
い
ま
す
。

★
誘
導
・
介
助

　

競
技
会
場
か
ら
駐
車
場
ま
で
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
乗
降
所
な
ど
か
ら
の
来
場
者
の
誘
導
、

車
い
す
を
利
用
す
る
方
々
等
の
介
助
、
お
手

伝
い
等
を
行
い
ま
す
。

★
会
場
整
理

　

会
場
内
の
ゴ
ミ
の
回
収
・
分
別
、
入
場
整

理
、
座
席
案
内
等
を
行
い
ま
す
。

★
会
場
サ
ー
ビ
ス

　

弁
当
の
配
布
や
総
合
休
憩
所
で
の
ド
リ
ン

ク
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
日
程

★
カ
ヌ
ー（
ス
ラ
ロ
ー
ム
レ
ー
シ
ン
グ
、ワ
イ

ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
）競
技

「
平
成
19
年
度
国
民
体
育
大
会
第
27
回
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
カ
ヌ
ー
競
技
」

開
催
期
日　

平
成
19
年
7
月
15
日（
日
）

開
催
会
場　

リ
バ
ー
パ
ー
ク
犬
飼

★
剣
道
競
技　
「
平
成
19
年
度
国
民
体
育
大

会
第
27
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
剣
道
競
技
」

開
催
期
日　

平
成
19
年
８
月
19
日（
日
）

開
催
会
場　

大
原
総
合
体
育
館

★
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　
　
「
第
59
回
全
日

本
総
合
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」

開
催
期
日　

平
成
19
年
９
月
20
日
（
木
）〜

23
日（
日
）

開
催
会
場　

大
野
総
合
運
動
公
園

★
馬
術
競
技　
「
九
州
馬
術
大
会
」

開
催
期
日　

平
成
20
年
５
月
24
日
（
土
）〜

25
日（
日
）

豊後大野市市民協力員の募集豊後大野市市民協力員の募集

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体

豊
後
大
野
市
実
行
委
員
会
事
務
局

豊
後
大
野
市
教
育
委
員
会
国
体
推
進
課
内

〒
８
７
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７
１
２
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豊
後
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野
市
三
重
町
内
田
8
8
1
番
地

☎
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７
４
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ー
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内
線
２
４
５
６
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
４
２
６

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

開
催
会
場　

三
重
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
特
設
馬

術
会
場（
野
球
場
・
馬
術
場
・
陸
上
競
技
場
）

本
大
会
の
日
程

平
成
20
年
９
月
27
日
〜
10
月
７
日

★
カ
ヌ
ー
競
技（
ス
ラ
ロ
ー
ム
レ
ー
シ
ン
グ
、

ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
）

開
催
期
日　

平
成
20
年
９
月
28
日
（
日
）〜

10
月
１
日（
水
）

開
催
会
場　

リ
バ
ー
パ
ー
ク
犬
飼

★
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
（
少
年
男
子
種
別
）

開
催
期
日　

平
成
20
年
９
月
28
日（
日
）〜

９
月
30
日（
火
）

開
催
会
場　

大
野
総
合
運
動
公
園

★
馬
術
競
技　
　

開
催
期
日　

平
成
20
年
９
月
28
日
（
日
）
〜

10
月
２
日
（
木
）

開
催
会
場　

三
重
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
特
設
馬

術
会
場
（
野
球
場
・
馬
術
場
・
陸
上
競
技

場
）

★
剣
道
競
技

開
催
期
日　

平
成
20
年
10
月
４
日
（
土
）
〜

10
月
６
日
（
月
）

開
催
会
場　

大
原
総
合
体
育
館
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平成18年度（4～12月）の脳ドックの受診状況と
メタボリックシンドロームとの関連について

～公立おがた総合病院 脳神経外科 佐藤医師～

脳ドック受診者307名中、メタボリックシンドロームの該当者
は男性29名（17%）、女性11名（7.4%）でした

メタボリックシンドロームとは…
　おなか周りに脂肪がつく内臓脂肪型肥満
（腹囲男性85cm、女性90cm以上）に加え
て、高血糖、血圧高値、脂質異常をあわせて
持っている状態をいいます。心筋梗塞をは
じめ、心血管病を起こす危険因子です。

脳ドック受診者全体のMRI結果
ＭＲＩ
結果 異常なし 脳梗塞 脳出血 白質病変 脳動脈瘤

（疑い含）
動脈狭窄
性病変

腫瘍性病
変ほか

（重複あり） 182 11 4 110 5 7 7

0

20

40

60

80

100

120

140

160

30～39 40～49 50～59 60～69 70～
0

5

10

15

20

25

40～49 50～59 60～69

■脳動脈硬化性病変
□MRI異常なし

■脳動脈硬化性病変
□MRI異常なし

MRIの結果 メタボリック該当者のMRI結果表1 表２

メタボリックシンドロームに該当する方は40歳代から脳動脈
硬化のみられる割合が高くなる傾向にあります。節目健診の機
会に脳ドックを受診して、健康管理に役立てて下さい。

メタボリック該当者のMRI結果表３

◯脳ドック受診者ではMRI上、脳動脈硬化の出現する割合は年齢とともに増加し、50歳代で3分の1、60歳代で3分の2の方に
脳動脈硬化が見られました

男性
40～49

女性
40～49

男性
50～59

女性
50～59

男性
60～69

女性
60～69

0

2

4

6

8

10

12

14
■脳動脈硬化性病変
□MRI異常なし

精神障がい者の集いのひろば開設しました

　自分たちのしたいことをし、おしゃべりや楽しい行事
等を入れて、楽しく、ゆっくりと過ごせるようにします。
日　時　第2・ 第4水曜日 10時～12時
場　所　豊野やすらぎ作業所
　　　　（トキハ通り すえひろスポーツの隣）
担当者は、豊野やすらぎ会指導員・市役所保健師アルコール依存症の方の家族会

（ひまわり会）のご紹介
　現在、「断酒会」に参加しているアルコール依存症の方のご家族より要望があり、家族会を開催しています。
　第1回目は、9名の参加がありました。
　１人で悩まず、同じ体験を持つ方々と思いを語り合い、少しでも気持ちを軽くしませんか。ご参加をお待ちしています。

【アルコール家族会（ひまわり会）】
目　的　①アルコール依存症という病気を正しく理解し、その対応

を学ぶこと
②体験や思いを語ることで傷ついた状態から癒されること

日　時　第1日曜日  9時半から11時半

場　所　エイトピアおおの２階会議室
【断酒会】
日　時　毎週火曜日19時から21時
場　所　豊後大野市中央公民館
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乳幼児健診のお知らせ お子さんの成長を知る大切な時期での健診ですので、ぜひ受診しましょう！！
健診内容 日　時 対象児 会　場

１歳６か月児健診 ３月13日㈫
受付13時～

緒方町、朝地町、大野町、千歳町の
平成17年７月１日～９月30日生まれの幼児

大野保健センター
３歳６か月児健診 ３月22日㈭

受付13時～
緒方町、朝地町、大野町、千歳町の

平成15年６月１日～８月31日生まれの幼児
〔持ってくるもの〕・母子健康手帳・送付された問診票等
　　　　　　　　 （お願い）都合で受診できないときは、保健師にご連絡ください。次回の健診をご案内します。

日　時　３月14日㈬　10時～12時
場　所　豊後大野市中央公民館
内　容　「離乳食と赤ちゃんの歯の健康づくり」（栄

養士・歯科衛生士）
発育発達チェック、子育てについての情報
交換など
※離乳食の試食をしますで、赤ちゃん用の
エプロンをご持参ください。
※ハンドタオルを一枚、ご持参ください。

対象児　６～７か月の赤ちゃんとその保護者
※準備の都合上、１週間前までに電話予約
をお願いします。

実施日 時　間 事業名 会　場
６日㈫、23日㈮ 11時～12時 子育て相談 三重ふれあい児童館
６日㈫ 10時～12時 おしゃべり広場 犬飼子育て支援センター
12日㈪、26日㈪ 14時～16時 子育て休憩室 大野保健センター
14日㈬ 10時～12時 ふたごの会 清川保健センター
15日㈭ 10時～12時 子育て広場 千歳保健センター
30日㈮ 10時～12時 ぱわふるKidsくらぶ 朝地母子健康センター

お問い合わせは
保健師まで！

豊後大野市役所 健康福祉課 健康増進係☎0974－22－1001（内線2132）
支所 市民課　健康福祉係
清川支所 0974－35－2105（内線3362）   大野支所 0974－34－2305（内線4866）
緒方支所 0974－42－3800（内線3862）   千歳支所 0974－37－2111（内線5065）
朝地支所 0974－72－1111（内線4063）   犬飼支所 097－578－1111（内線5562）

すくすくひろば
(育児学級)のお知らせ

３月の
育児相談の
お 知 ら せ

お子さんの成長やかかわり方、ちょっとした子育てに関する疑問など何でもご相談ください。

パパママ広場（両親学級）のお知らせ
　健康で元気な赤ちゃんを生み育てるために、赤
ちゃんの誕生を迎えるパパ・ママを対象とした両親
学級を開催しています。
日　時　3月16日㈮　受付9時15分～9時40分
場　所　エイトピアおおの
内　容　「お産の進み方と呼吸法」（助産師）交流会
対象児　妊婦さん（ぜひご夫婦でお越しください）

※託児もおこないます。上のお子さんもご
一緒にどうぞ！

持参品　母子健康手帳
※動きやすい服装でおいでください。
※準備の都合上、一週間前までに電話予約
をお願いします。

乳幼児医療費助成制度のお知らせ
豊後大野市に住んでいる乳幼児の医療費を助成しています。
対象者　0歳～就学前
助成内容　保険診療での自己負担額及び食事療養費標準負担金
申請期間　受診した月の翌月から起算して１年以内
申請に必要なもの　申請書、領収書（氏名、保険点数等が載ったも

の）、印鑑、受給者証

※受給者証の登録が済んでいない方は
担当窓口にて申請をお願いします。
申請に必要なもの
　乳幼児の保険証、保護者の通帳

献血のお知らせ　３月７日㈬　13時～15時　犬飼支所
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中央公民館 ☎0974－22－2111
清川公民館 ☎0974－35－2372
緒方公民館 ☎0974－42－3161
朝地公民館 ☎0974－72－0048
大野公民館 ☎0974－34－2130
千歳公民館 ☎0974－37－2069
犬飼公民館 ☎097－578－1281

菅尾地区公民館　 ☎0974－22－3349
白山地区公民館　 ☎0974－26－2260
上緒方地区公民館 ☎0974－45－2001

小富士地区公民館 ☎0974－44－2111
大野公民館分館　 ☎0974－34－2130

◉団塊の世代が60歳を迎えています
　社会保険事務所の年金相談、年金相談所ではお待ちいただく時間が
長くなっていますので『ねんきんダイヤル』等をぜひご利用ください。
●年金の請求をされる方
（60歳の3ヶ月前に請求書が送付されている方）
　☆問い合わせ先：0570－05－1165（市内通話料金でご利用できます）
　※年金の請求は、郵送でもできます。
●年金見込み額を希望される方

①58歳を迎える方
誕生月の2 ヶ月後に「年金加入記録のお知らせ」が届きます。その
ときに希望すれば見込み額が送付されます。

②上記以外の50歳以上の方
　電話で申し込みができます（基礎年金番号等が必要です）。
　☆申し込み先：0570－05－1165（市内通話料金でご利用できます）

年金係からのお知らせ ●すでに年金を受給されている方
　電話で問合せができます（年金証
書をお手元にご用意ください）。
☆問合せ先：0570－07－1165

（市内通話料金でご利用できます）
◉年金相談日
３月８日㈭
三重町商工会
３月13日㈫
大野保健センター
３月22日㈭
竹田市総合社会福祉センター
相談時間／ 10時～15時
◇問い合わせ先
豊後大野市役所市民生活課年金係
TEL 0974－22－1001（内線2086）

公民館学習活動
成 果 の 発 表

豊後大野市内の公民館ではいろいろな学習活動が行われており、成果を発表する場が設け
られています。みなさんもぜひお近くの公民館の発表会にお越しください。

●中央公民館生涯学習まつり
日　　時　舞台発表　3月17日㈯ 9時30分～
　　　　　作品展示　3月13日㈫～17日㈯
　　　　　9時～17時（17日は15時まで）
場　　所　エイトピアおおの
　　　　　舞台発表　大ホール
　　　　　作品展示　ギャラリー、第1～3会議室

●平成18年度緒方公民館文化教室閉級式
日　　時　3月4日㈰ 9時～
場　　所　緒方公民館 ホール
内　　容　作品展示・ステージ発表

●犬飼公民館学習合同閉講式
日　　時　3月14日㈬ 9時30分～
場　　所　犬飼公民館　大集会室

●平成18年度大野公民館まつり
日　　時　3月18日㈰ 9時～
場　　所　大野町解放会館
内　　容　舞台発表
講　　演　「楽しく進めよう 生涯学習」
講　　師　大分大学教育福祉科学部教授　山崎清男
作品展示　3月17日㈯ 9時～　18日㈰ 13時

●清川町生涯学習まつり
日　　時　作品展示 3月10日㈯ 9時～17時
　　　　　3月11日㈰ 9時～13時
　　　　　実践発表　3月11日㈰ 10時～13時
場　　所　清川公民館 大集会室

◯2月25日には、朝地公民館「公民館フェスタ」と千歳公民館「第14
回生涯学習推進大会」が行われました。

・・・新たに公民館クラブを開設したい・・・
　仲間といっしょに新しい公民館クラブを
開設したい。そんなときは、各公民館に開設
申請をしてください。提出書類などは各公
民館にお問い合わせください。年度途中で
の申請も可能です。

●平成18年度緒方町高齢者大学閉級式
　緒方でいちばん活発なみなさんも、いよいよ卒業。１年の集大成です。
当日は緒方保育園児や緒方子ども神楽クラブによるアトラクションもあ
ります。
日　時　3月10日㈯ 9時～　場　所　緒方公民館　ホール



19　市報 ぶんごおおの　2007.3

図書館だより
2007年３月　第24号

豊後大野市中央図書館
TEL/FAX 0974－22－7733

豊後大野市緒方図書館
TEL 0974－42－4141
FAX 0974－42－2705
（歴史民俗資料館と共通）
開館時間 火～金：10時～18時
　　　　 土 ・ 日：10時～17時

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31 
は休館日です

図書館カレンダー３月
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新刊案内（中央図書館）
一所懸命‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 岩井三四二
ガリレオの小部屋‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 加納諒一
決戦川中島　風雲の武将信玄 ‥‥‥‥‥‥ 松本清張
夢の痂‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 井上ひさし
赤い羊は肉を喰う‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 五條瑛
また会う日まで‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 柴崎友香
海坂藩大全　上・下 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 藤沢周平
植物診断室‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 星野智幸
喪失‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 森村誠一
もう一度会いたい‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 小杉健治
貧困の光景‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 曽野綾子
もう愛の唄なんて詠えない‥‥‥‥‥ さだまさし
花粉川柳コレクション
信濃路の風林火山 山本勘助とその舞台
府県制と道州制
教室の悪魔 見えない「いじめ」を解決するために
病気にならない生き方２ 実践編
C型肝炎を生きる 
知っておきたい子どもの目のケア
マンガでわかる！男女産み分け完全ガイド
初めての写経 般若心経を書く ３月の図書館行事

《中央図書館》
おはなしのへや
ちゅうりっぷ組 ‥‥‥‥‥ ７日㈬ 10時30分
ひまわり組 ‥‥‥‥‥‥‥ 14・28日㈬ 10時30分

土曜おはなしクラブ ‥‥‥‥ 17日㈯ 13時30分
古文書を読む会 ‥‥‥‥‥‥ 27日㈫ 13時30分

《緒方図書館》
おはなしのへや ‥‥‥‥‥‥ ３・17日㈯ 10時
※緒方図書館17日は「よろこびの春」を行います。

どうして勉強するの?お母さん
　　　　　　　　　　　　ほんの木編　ほんの木

「どうして勉強しなくちゃいけないの？」。
どの家庭でも一度は聞かれるこの質問。子
どもに関わる個性的な20名のみなさんが
お答えします！「勉強は辛いから勉強と
いうんだよ。辛くなきゃ、意味がない」と
は、イルカさんからのメッセージです。

370.4ド

緒方図書館からのお知らせ
　緒方図書館ではDVDの貸出も行っています。主なものは以下
のとおりです。ぜひご利用ください。
「世界遺産」「るるぶワールドトラベル」
「古典落語名作選」「戦争童話集」
「プロジェクトX」「NHK地球大進化」
「NHK宇宙デジタル図鑑」 他

い
か
な
?
と
迷
っ
た
ら
ブ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

絵
本
、詩
の
本
、物
語
、神
話
な
ど
約

百
タ
イ
ト
ル
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

ヤ
ン
グ
向
け
文
庫
が

入
り
ま
し
た
！

　

中
央
図
書
館
の
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル

ト
コ
ー
ナ
ー
に
コ
バ
ル
ト
文
庫
な

ど
の
文
庫
が
た
く
さ
ん
入
り
ま
し

た
。中
高
生
に
人
気
の
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
、
学
園
も
の
、
ロ
マ
ン
ス
な
ど

の
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。

　

学
校
帰
り
に
、ま
た
も
う
す
ぐ
春

休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
の
で
、ま
だ

来
た
こ
と
の
な
い
方
は
中
央
図
書

館
ま
で
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
！

い
ど
う
と
し
ょ
か
ん

　１年間、移動図書館をご利用いただきありがとうござい
ました。幼稚園・小学校を巡回してきましたが、子どもたち
の笑顔に支えられ、暑い日も寒い日も雨の日も巡回するこ
とができました。来年度は５月からまた開始する予定です。

移動図書館で人気だった本
かいけつゾロリシリーズ
怪談レストランシリーズ
ロアルド・ダールの本
占い、恐竜、昆虫の本
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文化振興室からのお知らせ
豊後大野市総合文化センター
朝倉文夫記念館
幸寿美術館

TEL 0974-22-8000
TEL 0974-72-1300
TEL 0974-37-3788

いずれも毎週月曜日休館

朝倉文夫記念文化ホールの催し

レストラン入居者募集

　「エイトピアおおの」のレストランは、多くの人々の交流の場
を提供するという重要な役割を担っています。文化センターの
事業趣旨に基づく営業活動のできる入居者を募集します。

応募資格＊
●飲食店の経営又は飲食店に従事した経験のある方。
●豊後大野市総合文化センターの運営方針に賛同し、その
　運営方針に従って営業活動のできる方。
申込期限及びお問い合わせ＊
申込期限●平成19年３月20日（火）まで
問い合わせ先●豊後大野市総合文化センター「エイトピアおおの」
　　　　　☎0974-22-8000

 エイトピアおおの・朝倉文夫記念館で行われる、豊後大野市
主催の各種公演や展示をより多くの方々にご覧いただき、音
楽・舞台芸術・アートなどの素晴らしさを体験していただくた
め、文化情報をいち早くお知らせするとともに、さまざまな特典
をご用意して皆さまのご入会をお待ちしております。
【会員特典】
①特典その１　優先予約・購入    
文化センター自主事業公演のチケットを、原則として一般販
売日の１週間前から電話予約できます（1人2枚まで・豊後
大野市総合文化センターのみ受付）。ただし、優先で購入い
ただける席数には限りがあります。
②特典その２　割引販売     
文化センター自主事業公演のチケットを10％割引します（1
人2枚まで）。ただし、割引サービスが受けられる座席には限
りがあります。※当館主催の公演等であっても、公演やチ
ケット種類によっては、上記特典の一部又は全部の設定が
ない場合もあります。朝倉文夫記念館文化ホールで行われ
る展示の入場料が、通常の２割引で入場できます。
③特典その３　自由席公演の優先入場
　文化センター自主事業公演において、座席が自由席の場合、
優先的にご入場いただけます（会員１名につき同伴者１名ま
で）。
④特典その４　豊後大野市総合文化センター（文化振興室）より
　　　　　 各種情報の送付
エイトピアおおの・朝倉文夫記念館の催事案内等をお手元
にお届けします。 

【入会の方法】  
＊総合文化センター（エイトピアおおの）事務室にて、入会申込
書にご記入の上、年会費2,000円を添えてお申込みください。

＊入会申込みの受付は、随時行います。
会員の有効期限●平成19年4月1日～平成20年3月31日
＊入会された方には会員証を発行いたします。
　会員特典をご利用の際は、この会員証を提示して下さい。
※カードの提示がないと、各種特典をご利用いただくことがで
きません。
※ご加入いただいた方の個人情報は催事案内のほかの用途に
は、使用いたしません。提供を受けた個人情報は、漏えい、紛
失、改ざん、不正アクセス等のないように適切な安全措置を
講じるように努めます。また、この個人情報は第三者に対し
提供又は開示は致しません。

第６回ほのぼのおおのラブLive
出演者・実行委員を募集します

平成18年度 豊後大野市総合文化センター
エイトピアおおの 友の会

日時●2007年9月2日（日）　
場所●豊後大野市総合文化センター（エイトピアおおの）　　  
　　　大ホール
運営●ほのぼのおおのラブＬｉｖｅ実行委員会
【出演者】
募集内容●
１．障がいのある方と仲間の方で音楽で表現したい方。
２．県内在住の障がい者または障がい者を含むメンバーで構成
　 される団体（学校・施設）
３．出演希望者（団体）が多数の場合は、抽選とします。
応募方法●
　出演団体名とその代表者の住所、氏名、電話番号（自宅・職
場・携帯）、演奏のジャンル、曲目数と演奏時間、メンバーの人
数、自己ＰＲを明記し、下記の事務局までご連絡ください。
　締め切りは4月20日（金）必着
　出演団体代表者には後日、出演通知と開催要領を郵送します。
【実行委員】
活動の内容●
　地域のすべての皆さんとともに、共存共栄できる社会を目的
とし、障がい者または障がい者を含むメンバーで音楽活動を
行っている方と「ほのぼのとしたやさしさ」を発見できるよう、
実行委員会に運営をしていただきます。
応募要件●　
＊このコンサートの趣旨に賛同していただけるボランティアの方
＊毎月第２火曜日18:30～行われる実行委員会に出席できる方
応募方法●
　住所、氏名、電話番号（自宅・職場・携帯）、自己ＰＲを明記
し、下記の事務局まで連絡ください（ＦＡＸ可）。
締め切りは3月30日（金）必着
　
問い合わせ先・申込先●
豊後大野市総合文化センター（エイトピアおおの）
〒879-7125　豊後大野市三重町内田878番地
☎0974-22-8000　 FAX 0974-22-3953

ほのぼのおおのラブＬｉｖｅとは？
豊後大野市民の皆様や、近隣市民の皆さまにも、障がい者や
障がいをお持ちの方への理解を求めることを目的とした、エイ
トピアおおの地域参加型自主事業（バリアフリー音楽祭）です。

　朝地町在住の陶芸家、
佐藤珠幸氏の陶芸教室に
通う教室生5人による作
品展。1年間楽しんで作っ
た暮らしに活きる花器や
皿など個性豊かな作品約
100点を展示します。

日　時●3月17日(土)～3月31日(土)　9時～16時30分
　　　　※会期中、月曜日休館
入館料●無料　　　　

「椿窯陶芸教室生作品展」「椿窯陶芸教室生作品展」「椿窯陶芸教室生作品展」
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　今月は、『笑顔いっぱい あいさついっぱい 友だちいっぱい』を合
言葉に、元気いっぱいに楽しい学校生活を送っている緒方小学校か
らの話題です。

元気いっぱいの緒方っ子です！
　緒方小学校（校長 原尻フサ子：児童221名）は、毎朝「おはよ
う」のあいさつが、校庭を優しく取り巻く桜・樫・栴檀（せんだ
ん）・楠の木々にこだまします。
　8時35分「算数のお勉強を始めます」の声で、静かな時の中に
も、子どもたちと教師の熱気・やる気そして笑顔があふれます。
12時50分昼休み、友だちいっぱいの運動場は緒方っ子エネル
ギーで大合唱。放課後16時10分「明日も笑顔で。OHK」爽やか
なお帰りアナウンス。充実した毎日が繰り返され、豊かに成長
している緒方っ子です。

「学習では、
どんなことをしているのですか?」
　平成18年度より２年間、「キャリア教育連携推進事業」の指
定を受け、研究をすすめています。小・中・高校の12年間を通
し、子どもたちに職業観や勤労観を育成します。特に、コミュニ
ケーション能力・情報収集能力・計画実行能力・問題解決能力
等を身につけさせる教育です。
　本校ではコミュニケーション能力の育成に力を入れている
ため、学習サポーターとして保護者や地域の方と交流を深め
ながら体験学習・活動に取り組んでいます。
　１年生は介護老人施設へ学習発表を兼ねた訪問活動、２
年生は保護者と交流しながらの英語活動、緒方で酪農を営ん
でいる方を訪ねての乳搾りの体験学習、３年生は地場産業の

大切さを学びながら、美なすづくり・南部こんにゃくづくり・
チューリップ球根植え、４年生は全校花いっぱいを合言葉に

「100鉢パンジーづくり」、５年生は地域の方を指導者に稲作体
験学習、６年生は生きることをテーマに手話体験学習。これら
の学習を通して、多くの方との出会い・ふれあいを大切にしな
がらコミュニケーション能力の育成を図っています。
　読書活動にも力を入れています。「１人100冊を読もう」が全
校の目標です。12月現在、全校で２万1,149冊読んでいますの
で、目標達成は間違いありません。
　体験学習や読書を通し、心豊かな優しい思いやりのある緒
方っ子たちです。将来の夢の実現に向け、多くのことを日々学
びながら、すくすくと成長している緒方小学校からの便りでし
た。
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▲１年２組 元気いっぱいの子どもたち



豊後大野市役所
TEL0974-22-1001（代表） 　FAX0974-22-3361

清　川　支　所
TEL0974-35-2111（代表） 　FAX0974-35-2114

緒　方　支　所
TEL0974-42-2111（代表） 　FAX0974-42-4019

朝　地　支　所
TEL0974-72-1111（代表） 　FAX0974-72-0417

大　野　支　所
TEL0974-34-2301（代表） 　FAX0974-34-2277

千　歳　支　所
TEL0974-37-2111（代表） 　FAX0974-37-2140

犬　飼　支　所
TEL097-578-1111（代表） 　FAX097-578-1159

…問い合わせ先
…電話番号
…ファックス

問

FAX

市報 ぶんごおおの　2007.3　22

　

保
険
料
は
、
加
入
者
本
人
の
選
択
に
よ
り

自
由
に
設
定
で
き
ま
す
。月
額
２
０
，0
0
0

円
を
基
本
と
し
、
1
，
0
0
0
円
単
位
で
６

７
，0
0
0
円
ま
で
増
や
せ
、社
会
保
険
料
控

除
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
や
青
色
申
告
者
等
の
一
定
の

要
件
を
備
え
た
意
欲
あ
る
担
い
手
に
対
し
、

保
険
料
の
国
庫
助
成（
政
策
支
援
）が
あ
り
、

負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。充
実
し
た

老
後
生
活
の
た
め
に
、
農
業
者
年
金
へ
ご
加

入
く
だ
さ
い
。

問
豊
後
大
野
市
役
所
農
業
委
員
会

☎
0
9
7
4
―
22
―
1
0
0
1（
内
線

2
4
5
9
）

就
農
研
修
事
業
の

研
修
生
募
集
に
つ
い
て

　

県
で
は
、農
業
に
興
味
が
あ
り
、近
い
将
来

農
業
を
始
め
た
い
方
を
対
象
に
研
修
を
行
い

ま
す
。

◎
基
礎
的
な
栽
培
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の

入
門
研
修（
中
期
研
修
）

期
間 

4
月
21
日
㈯
〜
7
月
14
日
㈯　

毎
週

土
曜
日　

10
時
〜
16
時

場
所 

大
分
県
農
業
大
学
校（
三
重
町
赤
嶺
）

ほ
か

コ
ー
ス　

園
芸
コ
ー
ス（
主
に
野
菜
）

定
員　

20
名（
就
農
希
望
及
び
志
向
者
を
優

先
）

受
講
料　

3
，0
0
0
円

内
容　

講
義
及
び
実
習

◎
栽
培
技
術
、
経
営
管
理
技
術
を
習
得
す
る

た
め
の
就
農
準
備
研
修（
長
期
研
修
）

期
間　

4
月
13
日
㈮
〜
10
月
12
日
㈮　

毎
週

豊
後
大
野
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

委
員
募
集

　

旧
町
村
ご
と
に
設
置
し
て
い
る
、
各
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
委
員
の
任
期
が
、
平
成
19
年

3
月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。つ
き
ま
し
て
は
、

新
た
に
公
募
に
よ
る
委
員
を
各
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
ご
と
に
5
名
程
度
募
集
い
た
し
ま
す

の
で
市
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、応
募
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、

自
治
会
文
書（
回
覧
）で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

問
豊
後
大
野
市
役
所
企
画
調
整
課

☎
0
9
7
4
―
22
―
1
0
0
1（
内
線

2
0
5
3
）

高
額
療
養
費
の
限
度
額
適
用

認
定
証
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
4
月
か
ら
は
、
70
歳
未
満
の
方

で
限
度
額
適
用
認
定
の
申
請
を
す
れ
ば
、
医

療
機
関
入
院
時
の
保
険
適
用
分
に
か
か
る
一

部
負
担
金
が
世
帯
に
応
じ
た
高
額
療
養
費
の

限
度
額
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

老
人
保
健
を
除
く
70
歳
未
満
で
豊
後
大
野
市

国
民
健
康
保
険
を
持
っ
て
い
る
方

申
請
に
必
要
な
も
の

世
帯
主
の
印
鑑

発
効
期
日

申
請
し
た
月
の
1
日
か
ら
有
効

適
用
区
分（
高
額
療
養
費
限
度
額
区
分
）

「
A
」上
位
所
得
者
世
帯
／
「
B
」一
般
の
世

帯
／
「
C
」低
所
得
者
世
帯（
住
民
税
非
課
税

世
帯
）

※
限
度
額
認
定
証
を
持
っ
て
い
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
従
前
ど
お
り
診
療
に
応
じ
た
一

部
負
担
金
を
医
療
機
関
に
全
額
支
払
い
、

国
保
係
の
窓
口
で
申
請
し
後
日
払
い
戻
し

に
な
り
ま
す
。限
度
額
認
定
証
を
持
っ
て

い
る
方
で
も
国
保
係
で
申
請
し
、
一
部
払

い
戻
し
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

問
豊
後
大
野
市
役
所
市
民
生
活
課

国
民
健
康
保
険
係

☎
0
9
7
4
―
22
―
1
0
0
1（
内
線

2
0
9
6
、2
0
8
7
）

平
成
19
年
度
用
戦
傷
病
者
乗
車
券

類
、引
換
証
の
請
求

対
象
者

　

戦
傷
病
者
手
帳
保
持
者
で
平
成
19
年
度
交

付
希
望
の
方

申
請
期
間　

3
月
28
日
㈬
ま
で

そ
の
他

　

平
成
17
年
度
以
降
引
換
証
交
付
者
は
、
請

求
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

問
豊
後
大
野
市
福
祉
事
務
所
地
域
福
祉
課

☎
0
9
7
4
―
2
2
―
1
0
0
1（
内
線

2
1
1
2
）

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未

満
の
方
で
、
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
で

あ
れ
ば
、誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。将
来
受
給

す
る
年
金
は
、
自
ら
が
積
み
立
て
る
方
式
と

な
り
、加
入
者
・
受
給
者
数
な
ど
の
影
響
を
受

け
に
く
い
長
期
的
に
安
定
し
た
制
度
で
す
。
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3
日
間
開
講　

10
時
〜
16
時

場
所　

大
分
県
農
業
大
学
校（
三
重
町
赤
嶺
）

ほ
か

コ
ー
ス　

野
菜
コ
ー
ス

定
員　

10
名（
就
農
希
望
及
び
志
向
者
を
優

先
）

受
講
料　

１
２
，
0
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
、

研
修
実
費
）

内
容　

講
義
及
び
実
習

※
申
込
期
間
は
い
ず
れ
も
3
月
1
日
㈭
〜
3

月
30
日
㈮

申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

　

大
分
県
豊
肥
地
方
振
興
局
生
産
流
通
部

☎
0
9
7
4
―
63
―
3
1
7
7

平
成
19
年
度
水
質
検
査
計
画
の
閲
覧

　

豊
後
大
野
市
上
下
水
道
課
で
は
、
水
道
水

の
安
全
確
保
の
た
め
、水
道
法
に
基
づ
き
、毎

月
定
期
的
な
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。水
道
法
の
施
行
規
則
で
は
、新
年
度
に
実

施
す
る
水
質
検
査
の
内
容
に
つ
い
て「
水
質

検
査
計
画
」を
作
成
し
、需
要
者
へ
公
表
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
豊
後
大
野
市
上
下
水
道
課

で
は「
平
成
19
年
度
水
質
検
査
計
画
」を
作
成

し
ま
し
た
。閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、豊
後

大
野
市
役
所
上
下
水
道
課
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

閲
覧
期
間

　

3
月
1
日
㈭
か
ら
3
月
30
日
㈮
ま
で
の

30
日
間（
土
日
、祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30

分
か
ら
17
時
ま
で
）

問
豊
後
大
野
市
役
所
上
下
水
道
課

☎
0
9
7
4
―
22
―
1
0
0
1（
内
線

2
3
6
3
）

水
道
メ
ー
タ
ー
取
替
え
に
つ
い
て

　

計
量
器
検
定
検
査
令
に
基
づ
き
、
水
道

メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

3
月
10
日
㈯
〜
29
日
㈭（
第
2
回
目
）

対
象　

三
重
町
内
で
、
最
終
取
付
け
ま
た
は

交
換
年
が
平
成
10
年
以
前
の
も
の（
現
在

使
用
中
の
も
の
に
限
る
）

作
業
方
法　

業
者
が
出
向
き
交
換
し
ま
す

（
訪
問
時
不
在
で
も
作
業
は
可
能
で
す
）

※
量
水
器
取
替
え
手
数
料
は
市
が
負
担
し
ま

す
。ま
た
、
三
重
町
以
外
の
ご
家
庭
は
随
時

交
換
を
行
い
ま
す
。

問
豊
後
大
野
市
役
所
上
下
水
道
課
水
道
係

☎
0
9
7
4
―
22
―
1
0
0
1（
内
線

2
3
6
4
、2
3
6
5
）

消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
期
限
内
納
付

　

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
で
す
。

特
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、
消
費
者

か
ら
の「
預
か
り
金
的
な
性
格
」を
有
す
る
税

金
で
す
か
ら
、
期
限
内
に
確
実
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

個
人
事
業
者
の
方
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

自
動
的
に
引
き
落
と
し
と
な
る
振
替
納
税
が

大
変
便
利
で
す
。期
限
内
に
納
付
が
な
い
場

合
に
は
、
延
滞
税
も
併
せ
て
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
三
重
税
務
署

☎
0
9
7
4
―
22
―
1
0
1
5

大
分
県
立
農
業
大
学
校
生
徒
募
集

募
集
学
科　

農
学
部（
総
合
学
科
、
園
芸
学

科
、畜
産
学
科
）

募
集
定
員　

若
干
名

願
書
受
付
期
間

　

3
月
1
日
㈭
〜
3
月
16
日
㈮

試
験
期
日

　

3
月
22
日
㈭
9
時
〜
17
時

試
験
場
所　

大
分
県
立
農
業
大
学
校

※
受
験
資
格
等
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
農
業
大
学
校
教
務
課

☎
0
9
7
4
―
22
―
7
5
8
4

平
成
19
年
度
奨
学
生
募
集

募
集
期
間　

4
月
上
旬
〜
5
月
中
旬（
在
学

す
る
学
校
を
通
じ
て
募
集
）

貸
与
期
間　

4
月
か
ら
在
学
す
る
学
校
の
標

準
修
業
期
間
の
終
わ
る
月
ま
で

貸
与
月
額

　

国
・
公
立　

 

自
宅
１
８
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
　

自
宅
外
２
３
，0
0
0
円

　

私　

立　
　

自
宅
３
０
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
　

自
宅
外
３
５
，0
0
0
円

対
象
者　

大
分
県
内
に
住
所
を
有
す
る
方

の
子
弟
で
、高
等
学
校
・
専
修
学
校
高
等
課

程・高
等
専
門
学
校
に
在
学
す
る
人

※
そ
の
他
通
学
費
等
奨
学
制
度
有

問
㈶
大
分
県
奨
学
会

☎
0
9
7
―
5
0
6
―
5
6
2
0

平
成
19
年
度
大
学
奨
学
生
募
集

出
願
期
間

　

3
月
15
日
㈭
〜
4
月
20
日
㈮

貸
与
期
間　

4
月
か
ら
在
学
す
る
学
校
の
正

規
の
最
短
修
業
期
間

貸
与
月
額

◎
一
般
奨
学
生

　

国
・
公
立　

自
宅　

３
２
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
　

自
宅
外
３
８
，0
0
0
円

　

私　

立　
　

自
宅　

３
８
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
　

自
宅
外　

４
３
，0
0
0
円

◎
伊
藤
隼
・
マ
サ
代
・
孝
子
奨
学
金

　

国
・
公
立　

自
宅　

５
０
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
　

自
宅
外　

５
６
，0
0
0
円

　

私　

立　
　

自
宅　

５
９
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
　

自
宅
外
６
９
，0
0
0
円

※
出
願
資
格
な
ど
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
㈶
大
分
県
奨
学
会

☎
0
9
7
―
5
0
6
―
5
6
2
0

19
年
度
前
期
技
能
検
定
試
験

受
付
期
間

　

4
月
3
日
㈫
〜
4
月
13
日
㈮

実
技
試
験

　

6
月
11
日
㈪
〜
9
月
16
日
㈰

学
科
試
験

7
月
29
日
㈰
、
8
月
26
日
㈰
、
9
月
2
日

㈰
・
5
日
㈬
・
9
日
㈰

検
定
職
種　

44
職
種（
詳
し
く
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

申
請
書
等
備
付
場
所

県
職
業
能
力
開
発
協
会
、
豊
後
大
野
市
役
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所
商
工
観
光
課
、商
工
会
等

問
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
0
9
7
―
5
4
2
―
3
6
5
1

大
分
県
警
察
就
職
説
明
会

日
時　

3
月
31
日
㈯　

10
時
〜
15
時

場
所　

大
分
県
共
同
庁
舎
14
階
大
会
議
室

対
象
者　

警
察
官
及
び
警
察
事
務
採
用
試
験

に
興
味
の
あ
る
方
及
び
そ
の
家
族
な
ど

参
加
方
法　

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
右
記
の
都
合
の
良
い
時
間
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
係

☎
0
1
2
0
―
2
0
4
―
1
1
0

豊
後
大
野
県
民
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て

　

豊
後
大
野
県
民
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
を
、
3
月
7
日
㈬
14
時
30
分
か
ら
当

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。こ
の
会
議
の
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
開
催
予
定
時
刻
ま
で

に
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。受
付
開
始
は

当
日
14
時
か
ら
で
す
が
、
定
員（
5
名
）に
な

り
次
第
終
了
し
ま
す
。

問
豊
後
大
野
県
民
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
総
務

企
画
課

☎
0
9
7
4
―
22
―
0
1
6
2

臼
三
線
の
運
行
に
つ
い
て

　

現
在
、
J
R
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
臼
三

線（
臼
杵
〜
野
津
〜
三
重
）を
、
4
月
1
日
よ

り
大
野
交
通
㈱
と
臼
津
交
通
㈱
が
共
同
運

行
い
た
し
ま
す
。運
行
回
数
は
、《
平
日
22
便
》

《
土
・
日
祝
12
便
》で
、全
便
、県
立
三
重
病
院

経
由
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、臼
三
線
運
行
に
合
わ
せ
、4
月
1
日

よ
り
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
大
野
交
通
株
式
会
社

☎
0
9
7
4
―
22
―
6
1
5
5

送
電
線
に
注
意
!

九
州
電
力
か
ら
の
お
願
い

　

電
線
に
直
接
触
れ
な
く
て
も
感
電
す
る
こ

と
が
あ
り
非
常
に
危
険
で
す
。電
線
近
く
で

作
業
を
行
う
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
九
州
電
力
㈱
三
重
工
務
所

☎
0
9
7
4
―
22
―
6
9
2
2

　

九
州
電
力
㈱
三
重
営
業
所

☎
0
1
2
0
―
9
8
6
―
5
0
5

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
展
作
品
募
集

募
集
期
間　

３
月
１
日
㈭
〜
３
月
31
日
㈯

応
募
方
法
な
ど

・
郵
便
は
が
き
に
よ
る
募
集

・
県
内
在
住
で
昭
和
23
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

応
募
先
及
び
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人 

大
分
県
社
会
福
祉
協
議

会
長
寿
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

〒
8
7
0
―
0
9
0
7

大
分
市
大
津
町
２
―
１
―
41　

大
分
県
総

合
社
会
福
祉
会
館
内

☎
0
9
7
―
5
5
3
―
1
1
5
0

　

隣
保
館
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
気

軽
に
交
流
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。19
年
度「
ふ
れ
あ
い
教
室
生
」を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

★
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室

毎
月
1
回（
年
10
回
）9
時
〜
13
時

定
員
25
名
／
年
会
費
2
，0
0
0
円

★
ふ
れ
あ
い
絵
手
紙
教
室

毎
月
1
回（
年
10
回
）19
時
〜
21
時

定
員
30
名
／
道
具
持
参

★
ふ
れ
あ
い
書
道
教
室

毎
月
1
回（
年
10
回
）19
時
〜
21
時

定
員
30
名
／
道
具
持
参

★
ふ
れ
あ
い
手
芸
教
室

毎
月
1
回（
年
10
回
）19
時
〜
21
時

定
員
30
名
／
年
会
費
1
，0
0
0
円

◆
応
募
期
限

4
月
20
日
㈮
ま
で

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

豊
後
大
野
市
隣
保
館（
解
放
会
館
）

☎
0
9
7
4
―
34
―
3
6
0
3

隣
保
館

「
ふ
れ
あ
い
教
室
」

生徒
募集

中九州横断道路をみんなで歩こう！

犬飼千歳道路 開通記念ウォーク
　中九州横断道路（犬飼－千歳間）が、3月18日㈰に開通します。初春
の陽を浴びてウォーキングをたのしみませんか。
日　　時　3月17日㈯　8時～受付 10時スタート
集合場所　千歳支所広場　距離　約10km（千歳IC～犬飼IC間往復）
参 加 費　100円（保険料代）　申込期日　3月10日まで（当日受付有）
そ の 他　 参加記念品有。昼食、水などは各自で用意
申込及び問い合わせ先 

豊後大野市役所建設課☎0974－22－1001（内線2350）
竹田ウォーキング協会☎0974－62－2980（昼間）
　　　　　　　　　　☎0974－62－3075（夜間）

国
民
体
育
大
会
・
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈭
〜
６
月
30
日
㈯

そ
の
他　

詳
細
は
豊
後
大
野
市
教
育
委
員
会
国

体
推
進
課
及
び
、
各
支
所
に
配
置
し
て
あ
る

募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
国
民
体
育
大
会
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
局　

県
民
運
動
班

☎
０
９
７
―
５
３
７
―
２
０
０
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
. m
ejiron.jp
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相
談
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公営住宅等の入居者を下記の要領で募集します
住宅名 戸数 住所 規格 家賃（円） 申込資格

市営中原住宅 1戸 大野町 4K 11,800～19,600 A・B・C

 〃 上津尾住宅
１戸

犬飼町
3K

8,900～20,300 A・B・C・D１戸 2DK
６戸 3DK

問豊後大野市役所　建設課　☎0974－22－1001（内線2352・2353）

■市営住宅
　（公営住宅一般）

求人情報 平成19年２月19日現在

①2級土木施工管理技士（大野町）
　50歳以下　19.5万円
②保育補助員（パート・三重町）
　年齢不問　時間給730円
③介護職（大野町）
　55歳以下　14万円～15万円
④介護職（デイサービス業務）（三重町）
　60歳以下　12.3万円～13.2万円
⑤医薬品等販売員（三重町）
　年齢不問　12.8万円～15.7万円

⑥農業資材等販売員（犬飼町）
　18歳～35歳　13.4万円～14.4万円
⑦農業用品等販売員（朝地町）
　20歳～45歳　15.5万円～20万円
⑧調理員（大野町）
　年齢不問　14.4万円
⑨調理員（緒方町）
　18歳～55歳　10.4万円～11.8万円
⑩調理補助・ホールスタッフ（パート夜間・三重町）
　18歳～40歳　時間給680円～850円

⑪農作業員（三重町）
　年齢不問　11.5万～14.9万円
⑫大型ダンプ運転手
　年齢不問　15.4万円～17.6万円
⑬ルート配送（犬飼町）
　19歳～40歳　16万円～17万円
⑭制御盤・配電盤製造（三重町）
　18歳～30歳　13.5万円～16.5万円
⑮椎茸収穫・選別作業（パート・大野町）
　年齢不問　時間給700円～750円

　応募にはハローワークの紹介状が必要となります。お気軽におたずねください。また、インターネットでもお仕事
を探すことができます。アドレスは以下のとおりです。http://www.hellowork.go.jp/

問ハローワーク豊後大野 求人情報室　☎0974―22―8609

ハローワーク豊後大野

支所名 ３月の相談日 時間 場所 行政相談委員 連絡先

三重 土日を除く毎日 10時～15時 三重町どんぐり幼稚園 成田三吉郎 0974－22－0182

清川 ３月12日㈪ 13時～16時30分 清川公民館　ふれあい室 羽田野二男 0974－35－2507

緒方 ３月６日㈫  9時～12時 緒方支所市民課（すこやかセンター） 工藤　彰一 0974－45－2573

朝地 ３月12日㈪  9時～12時 朝地支所１階相談室 北尾　勝義 090－4358－2158

大野 ３月20日㈫  9時～12時 豊後大野市  解放会館　和室 伊東　克希 0974－34－3979

千歳 ３月８日㈭  9時～12時 千歳公民館２階小会議室 廣瀬　健一 0974－37－2529

犬飼 ３月９日㈮ 13時～16時 犬飼支所１階相談室 佐田　信也 097－578－1820

担当：総務課総務係　☎０９７４－２２－１００１　（内線２０２１）

■申込資格
A 世帯全員の年間所得合計金額から控除額（世帯の状況
に応じて異なります）を引いた年間所得合計金額が
240万円以下であること

B 現に住宅に困っていることが明らかなこと
　(持ち家がないこと)
C 県税、市税等の滞納のないこと
D 現に同居し、又は同居しようとする親族があること
　(60歳以上は単身入居可能)

※なお、申込み方法や収入基準などの詳細につい
ては、担当課にお問い合わせください。

■申込方法
　本庁建設課又は各支所産業建設課においてある申込
用紙に必要事項を記入の上、必要書類を添えて提出して

ください。
　なお、応募者多数の場合は公開抽選になります。
　また、応募規定によりお断りする場合もございますの
で、あらかじめご了承ください。

■募集期間
３月５日㈪～３月12日㈪　17時まで

※土・日曜日、祝・祭日を除く

■公開抽選（応募者多数の場合）
○日時　3月14日㈬　13時～
○場所　豊後大野市役所　建設課

※時間に来ていない場合は辞退とみなします。
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戸
籍
の
窓

◇
お
誕
生
お
め
で
と
う

﹇
１
月
中
届
出
・「　

」内
は
保
護
者

敬
称
略
﹈

【
三
重
】●
吉
川
陽
向（
ひ
な
た
）

「
利
明
・
美
枝（
大
原
）」●
和
田

來
稀（
ら
い
き
）「
士
郎
・
真
弓（
市

場
一
区
）●
日
隈
照
喜（
て
る
き
）

「
儀
・
加
奈
美（
市
場
一
区
）」●

戸
次
風
雅（
ふ
う
が
）「
拓
朗
・
仁

美（
市
場
三
区
）」●
荒
金
凛
々
花

（
り
り
か
）「
浩
治
・
知
代（
市
場
四

区
）」●
神
志
那
悠
菜（
は
る
な
）

「
英
・
梨
沙（
市
場
四
区
）」●
佐
藤

奨
真（
し
ょ
う
ま
）「
豊
一
・
梨
絵

（
市
場
四
区
）」●
玉
田
悠
真（
ゆ

う
ま
）「
泰
規
・
佳
奈
美（
市
場
五

区
）」●
大
野
き
ら
ら「
正
樹
・
洋

美（
市
原
）」●
城
野
皇
我（
お
う

が
）「
清
・
由
美（
市
原
）」●
髙
橋

翠（
み
ど
り
）「
幸
司
・
真
岐
乃（
上

赤
嶺
一
区
）」●
根
之
木
千
裕（
ち

ひ
ろ
）「
裕
介
・
和
子（
三
重
原
）」

●
首
藤
李
音（
り
お
）「
純
一
・
恭

代（
三
重
原
）」●
山
村
泰
智（
た
い

ち
）「
真
範
・
由
樹（
上
小
坂
）」●

笠
松
明
莉（
あ
か
り
）「
貴
久
・
あ

い（
東
営
住
宅
）」●
河
野
伶
海（
れ

み
）「
徳
士
・
初
美（
東
営
住
宅
）」

【
清
川
】●
今
泉
新
平（
し
ん
ぺ
い
）

「
康
平
・
明
日
香（
宇
田
枝
）」

【
大
野
】●
野
中
慎
之
介（
し
ん
の

す
け
）「
大
寛
・
小
百
合（
妙
勝

庵
）」

【
千
歳
】●
片
桐
由
雅（
ゆ
う
か
）

「
信
・
小
百
合（
都
築
団
地
）」●
吉

松
天
翔（
た
か
と
）「
賢
・
友
紀（
壱

丁
田
住
宅
）」　　

◇
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

﹇
１
月
中
届
出　

敬
称
略
﹈

【
三
重
】●
山
口
信
行（
28
・
森
迫
）

●
神
田
幸
信（
82
・
宇
対
瀬
）●
成

瀨
シ
ズ（
91
・
市
場
五
区
）●
福
島

勝（
87
・
市
場
五
区
）●
高
原
キ
ヌ

ヱ（
83
・
市
場
六
区
）●
柴
尾
美
智

子（
74
・
上
赤
嶺
二
区
）●
伊
東
秋

生（
86
・
肝
煎
一
区
）●
佐 

 

フ
サ

子（
82
・
下
赤
嶺
岡
）●
首
藤
邦
明

（
55
・
芦
刈
）●
矢
野
清
重（
96
・
前

内
田
）●
草
野
房
子（
59
・
内
田
）

●
山
崎
ミ
キ
ヱ（
84
・
中
玉
田
）●

並
本
弘（
72
・
中
津
留
）●
安
藤
キ

ク
ヱ（
82
・
久
部
）●
安
東
ト
ミ

コ（
85
・
紫
雲
荘
）●
西
山
ツ
ヤ
子

（
83
・
紫
雲
荘
）●
衞
藤
壽（
103
・
紫

雲
荘
）

【
清
川
】●
吉
野
久
美
子（
79
・
六

種
）●
羽
田
野
榮（
89
・
臼
尾
）●
日

坂
冨
人（
89
・
臼
尾
）

【
緒
方
】●
廣
瀬
武
男（
98
・
開
拓
）

●
野
仲
昭
六（
75
・
木
野
）●
森
迫

洋
一（
48
・
馬
場
）●
衞
藤
カ
子

（
92
・
大
化
）●
甲
斐
汜（
92
・
天
神
）

●
稙
田
喜
理（
79
・
馬
背
畑
）●
佐

藤
八
千
子（
73
・
馬
背
畑
）

【
朝
地
】●
森
ミ
チ
ヨ（
86
・
田
村
）

●
安
藤
定（
85
・
和
田
）●
久
保
平

フ
ミ（
90
・
平
井
）●
森
喜
墨（
88
・

宮
生
中
央
）●
後
藤
サ
カ
キ（
71
・

宮
生
中
央
）●
古
澤
昭
德（
79
・
中

熊
）

【
大
野
】●
衞
藤
政
實（
95
・
宮
迫
）

●
黒
野
素
光（
76
・
田
代
）●
田
㞍

忠
正（
85
・
田
代
）●
首
藤
武
見

（
81
・
両
家
）●
宮
地
房
子（
69
・
杉

園
）●
袴
田
智
慧
子（
79
・
偕
生
園
）

【
千
歳
】●
廣
瀬
重
德（
88
・
倉
波
）

●
足
永
常
則（
74
・
高
畑
）●
伊
東

正
造（
91
・
中
部
）

【
犬
飼
】●
阿
部
學（
87
・
原
）●
川

野
秋
良（
74
・
長
谷
）●
長
野
春
見

（
91
・
長
谷
）

心
の
灯

◇
香
典
返
し

﹇
１
月
中
届
出
分
を
掲
載
。（　

）内

は
故
人　

敬
称
略
﹈

☆
豊
後
大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
三
重
】●
高
原
純
一（
亡
母
キ
ヌ

ヱ
）●
神
志
那
ハ
ル
子（
亡
母
ナ
ツ

コ
）●
山
崎
謙
一（
亡
母
ミ
キ
ヱ
）

●
並
本
佐
世
子（
亡
夫
弘
）●
首

藤
ミ
ヨ
子（
亡
子
邦
明
）●
神
田
恵

治（
亡
父
幸
信
）●
河
面
昭
和（
亡

弟
山
口
信
行
）●
伊
東
隆（
亡
父
秋

生
）●
福
島
克
彦（
亡
父
勝
）

【
清
川
】●
平
間
美
代
子（
亡
夫
雄

一
）●
日
坂
ソ
ヨ（
亡
夫
冨
人
）●

羽
田
野
秀
信（
亡
父
榮
）●
吉
野

俊
一（
亡
母
久
美
子
）●
鎌
倉
昭
一

（
亡
父
福
治
）

【
緒
方
】●
田
多
宣
昌（
亡
母
ツ
ル

キ
）●
下
田
文
子（
亡
母
ナ
ツ
）●

衞
藤
宗
允（
亡
母
カ
子
）●
阿
南
洋

一（
亡
父
廣
）

【
朝
地
】●
羽
田
野
一
幸（
亡
母
千

鶴
）●
古
澤
昭
一（
亡
父
昭
德
）●

森
喜
秀（
亡
母
ミ
チ
ヨ
）●
後
藤
鶴

亀（
亡
妻
サ
カ
キ
）

【
大
野
】●
佐
保
吉
則（
亡
父
寛
）●

黒
野
政
光（
亡
父
素
光
）●
袴
田
直

（
亡
妻
智
慧
子
）●
安
藤
文
治（
亡
父

哲
運
）●
田
尻
和
臣（
亡
父
忠
正
）●

羽
田
誓（
亡
義
父
首
藤
武
見
）

【
千
歳
】●
柴
山
柊
一（
亡
母
チ
ヨ

コ
）●
伊
東
美
智
夫（
亡
父
正
造
）

●
廣
瀬
今
朝
男（
亡
父
重
德
）●
足

永
卓（
亡
父
常
則
）

【
犬
飼
】●
本
田
剛
士（
亡
父
淳
士
）

●
藤
原
啓
次（
亡
父
良
人
）●
西
山

信
博（
亡
母
ツ
ヤ
子
）●
川
野
良
治

（
亡
父
秋
良
）●
坂
本
俊
幸（
亡
父

春
夫
）●
中
嶋
明
光（
亡
祖
母
ト
ミ

子
）●
長
野
志
登
美（
亡
父
春
見
）

☆
そ
の
他

【
三
重
】●
松
尾
老
人
ク
ラ
ブ
に
高

原
純
一（
亡
母
キ
ヌ
ヱ
）●
又
井
老

人
会
に
神
志
那
ハ
ル
子（
亡
母
ナ

ツ
コ
）●
大
分
県
光
明
寮
、
中
玉
田

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
中
玉
田

婦
人
会
、
中
玉
田
老
人
ク
ラ
ブ
に

山
崎
謙
一（
亡
母
ミ
キ
ヱ
）●
中
津

留
区
に
並
本
佐
世
子（
亡
夫
弘
）●

芦
刈
区
に
首
藤
ミ
ヨ
子（
亡
子
邦

明
）●
肝
煎
一
区
公
民
館
に
伊
東

隆（
亡
父
秋
生
）●
社
協
に
福
島
病

院（
亡
勝
先
生
）●
久
部
区
に
安
藤

盛
松（
亡
妻
キ
ク
ヱ
）

【
清
川
】●
臼
尾
区
・
臼
尾
老
人
会
・

岩
戸
組
に
日
坂
ソ
ヨ（
亡
夫
冨
人
）

●
臼
尾
区
・
岩
戸
組
・
岩
戸
老
人
会

に
羽
田
野
秀
信（
亡
父
榮
）●
六
種

区
・
宮
津
留
組
・
六
種
老
人
会
・
宮

津
留
老
人
会
に
吉
野
俊
一（
亡
母

久
美
子
）

【
緒
方
】●
緒
方
公
民
館
・
公
立
お

が
た
総
合
病
院
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
フ
レ
ン
ド
に
衞
藤
宗
允（
亡
母

カ
子
）

【
千
歳
】●
柴
山
老
人
ク
ラ
ブ
に
柴

山
柊
一（
亡
母
チ
ヨ
コ
）●
新
殿
老

人
ク
ラ
ブ
に
伊
東
美
智
夫（
亡
父

正
造
）●
老
人
ク
ラ
ブ
千
歳
町
支

部
、
千
歳
町
身
体
障
害
者
協
議
会
、

高
畑
老
人
ク
ラ
ブ
に
足
永
卓（
亡

父
常
則
）

◇
一
般
寄
付
等　
﹇
敬
称
略
﹈

【
三
重
】●
三
重
町
歌
謡
連
盟（
代

表
後
藤
吉
彦
）か
ら
社
協
に
一
般

寄
付
●
渡
邉
孝（
西
原
）か
ら
百
枝

小
学
校
・
百
枝
幼
稚
園
・
百
枝
保
育

園
に
百
人
一
首
等

【
清
川
】●
清
川
町
民
生
児
童
委
員

連
絡
協
議
会
か
ら
清
川
町
児
童
ク

ラ
ブ
に
ス
ト
ー
ブ
、
清
川
町
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
保
育
材
料
●

清
川
町
ゴ
ル
フ
協
会
か
ら
清
川

町
社
協
に
掃
除
機
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
み
つ
ば
苑
に
ビ
デ
オ

デ
ッ
キ
●
ぶ
る
ー
べ
り
ー
か
ら
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
み
つ
ば
苑

に
花
苗

【
緒
方
】●
緒
方
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

実
行
委
員
会
か
ら
社
協
に
血
圧
計

等
●
佐
藤
畩
雄（
清
川
町
天
神
）か

ら
常
楽
荘
に
タ
オ
ル
●
さ
い
と
う

書
店（
馬
場
）か
ら
緒
方
中
学
校
に

各
種
辞
典

【
千
歳
】●
長
峰
元
・
後
藤
キ
ヨ
コ
・

野
仲
恵
美
子
・
有
田
タ
カ
キ
・
牧

フ
ミ
エ
・
宮
成
ヨ
シ
エ
か
ら
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
野
菜
等
●
千
歳
村
商

工
会
女
性
部
か
ら
社
協
に
車
い
す

1
台

《
お
知
ら
せ
》

　

4
月
号
よ
り
、
寄
付
は
市
の
公

共
施
設
宛
の
み
で
簡
略
し
て
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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1 木
2 金
3 土
4 日 緒方公民館文化教室閉級式（9時　緒方公民館）
5 月
6 火 行政相談（9時～12時　すこやかセンター）
7 水
8 木 年金相談（10時～15時　三重町商工会）／行政相談（9時～12時　千歳公民館）
9 金 行政相談（13時～16時　犬飼支所）
10 土
11 日 清川町生涯学習まつり（10時　清川公民館）
12 月 行政相談（9時～12時　朝地支所／13時～16時30分　清川公民館）
13 火 年金相談（10時～15時　大野保健センター）
14 水 犬飼公民館学習合同閉講式（9時30分　犬飼公民館）
15 木
16 金
17 土 中央公民館生涯学習まつり（9時30分　エイトピアおおの）
18 日 大野公民館まつり（9時　解放会館）　
19 月
20 火 行政相談（9時～12時　解放会館）
21 水
22 木 年金相談（10時～15時　竹田市総合社会福祉センター）
23 金
24 土
25 日
26 月
27 火
28 水
29 木 おでかけ市長室（9時～11時　緒方支所）
30 金
31 土 真名野長者まつり（～4月1日　三重町内山公園）

3月 March

※行事については2月20日現在で決定されているものを掲載しています。※行政相談日（三重町どんぐり幼稚園）は土日を除く毎日10時～15時
※おでかけ市長室は市長公務等により変更することがありますので、事前に支所等に確認をしてください。

みんなの
ひろば

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
行
う
活
動
の
参
加
者
・
会
員
の
募
集
、ま

た
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
掲
載
し
ま

す（
営
利
目
的
の
も
の
な
ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）。皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す（
紙
面
の
都
合
で
掲
載

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

問
〒
8
7
9
―
7
1
9
8

豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
1
2
0
0

豊
後
大
野
市
役
所
秘
書
政
策
課

☎
0
9
7
4
―
22
―
1
0
0
1（
内
線
2
0
1
6
）

３月末～4月上旬のイベント
○真名野長者まつり
　日時　３月31日㈯～４月１日㈰
　場所　三重町内山公園
○第20回御嶽流神楽大会
　日時　４月１日㈰ 8時～
　場所　清川町 神楽の里能場公園
○2007チューリップフェスタ
　期間　４月７日㈯～22日㈰
　場所　緒方町原尻の滝周辺

パソコンに詳しい方、今からやろうとしている方大募集！！
　シニアネット豊後大野支部では一緒にパソコンを勉強しようという方を募集しています。
　わたしたちはIT利用の機会に恵まれていない方を対象にパソコンを学び、インターネットやメー
ルを利用して、それを生活の便利な道具として活用し、生涯学習を進める活動を行っています。
　興味のある方はぜひ下記まで申し込んでください。
申し込み先　シニアネット豊後大野支部研修担当　廣瀬 征夫 ☎0974-42-2978
　　　　　　または緒方町公民館　☎0974-42-3161まで
そのほかIT相談(パソコン関連)も毎月第3土曜日に行っております
3月の予定　3月17日㈯　10時30分～11時30分
場　所　緒方町旧病院前 旧すこやかセンター跡

第50回真名野長者まつり
桜スケッチ大会
日　時　4月1日㈰
　　　　9時～14時〈雨天順延〉
場　所　三重町内山観音一帯
対　象　子どもの部(幼・小・中学生)
　　　　一般の部(高校生以上)
　　　　※参加無料
主　催　真名野長者まつり桜スケッ

チ大会実行委員会
問豊後大野市観光協会
　☎0974―22―2616

　ジュニアコーラス
　ミューゼットぶんごおおの団員募集
　大分県少年少女合唱連盟では毎年夏休みの終わりに合
唱祭を開催しています。今年は、私たちの街のエイトピア
で開催することになりました。エイトピアのステージで一
緒に歌いませんか?
練習日　毎週土曜日 14時～16時
場　所　エイトピアおおの練習室
活動費　月2,000円
　　　　(エイトピアおおの使用料他)
指導者：高倉容子　伴奏者：児玉裕子
連絡先
　　高倉 ☎0974－42－2754、香下 ☎0974－22－7586

♪
♫

3月は体験レッス
ンとして参加し
てみませんか？



▼編集後記
　取材で小富士山健康づくり歩こう会
に参加。山頂で360度を見渡し“無”
の心に。小さい山ですが“山に登っ
た”気分になりました。これから暖か
くなります。まずは歩くことから始め
てみようかなと思うこの頃です。

ま
ち
の
う
ご
き

ま
ち
の
う
ご
き

ま
ち
の
う
ご
き

くらしのカレンダー

3月
歯科休日当番医

ま
ち
の
う
ご
き

ま
ち
の
う
ご
き

ま
ち
の
う
ご
き

●
●
●
●

人　口
　男
　女
世帯数

４２，６４８人
１９，８７４人
２２，７７４人
１６，４９０世帯

（－16人）
（－5人）
（－11人）
（＋10世帯）
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保育料、給食費、住宅等使用料、水道
料金、農業集落排水施設使用料、下
水道使用料、浄化槽使用料、ケーブ
ルテレビ利用料、養護老人ホーム入
所負担金、やすらぎ団地土地使用料、
市営駐車場使用料、市有地貸付料
納 期 限　４月 ２ 日（月）
口座振替　３月26日（月）

納税等のご案内

野犬の捕獲日

12日（月）、28日（水）
14時～15時
【問い合わせ先】
大野県民保健福祉センター　
☎0974-22-0162

猫の引取日

■消費者苦情相談
毎週月～金曜日　９時～17時
豊後大野市商工観光課または
各支所産業建設課
■家事・民事出張相談
●家事調停等　１日（木）
　時間　９時30分～15時30分
　場所　豊後大野市中央公民館
◇問い合わせ先
　大分地方裁判所竹田支部
　☎0974-63-2040

相談のご案内

美

  6 日（火）千歳・犬飼・三重
  8 日（木）緒方・清川
13日（火）大野・朝地
15日（木）緒方・清川
22日（木）千歳・犬飼・三重
27日（火）大野・朝地
29日（木）緒方・清川

＊おでかけ市長室＊
日時　３月２9日（木）９時～１１時　場所　緒方支所
※事前に緒方支所（☎0974-42-2111）にお申込ください。
問い合わせ先 　豊後大野市役所秘書政策課 ☎0974-22-1001（内線2016）

当番日 医療機関名 電話番号

小児科外来当番医

当番日 公立おがた総合病院
0974-42-3121

竹田医師会病院
0974-63-3241

県立三重病院
0974-22-7700

3月

※院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがありま
すので、ご了承ください。
※情報は最新のものを掲載するようにしていますが、都合により当番が変更になる
場合があります。また、土曜日については他の医療機関でも小児科診療を行ってい
るところがあります。あらかじめ医療機関に電話等でお確かめください。

受付時間 8時30分～11時30分 診療時間 9時～12時

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○
○
○

○
○

○

（日）
（日）
（日）
（水）
（日）

3月 4日
11日
18日
21日
25日

フレンド歯科医院（三重町）
橋本歯科医院（緒方町）
羽田歯科医院（三重町）
武藤歯科医院（犬飼町）
矢野歯科クリニック（三重町）

0974-22-8828
0974-42-2521
0974-22-0317
097-578-1800
0974-22-8811

《
お
詫
び
》

　

市
報
ぶ
ん
ご
お
お
の
２

月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。

10
ペ
ー
ジ
成
人
式
の
文
中

（
誤
）
佐
藤
守
康
↓（
正
）
佐

藤
守
泰

市報・ホームページ・公用車に広告を載せませんか
　平成１９年４月から新たな財源の確保と地域経済の活性化を目的に、「市報
ぶんごおおの」、「豊後大野市ホームページ」および公用車（バス・清掃車・給
食配送車）に各種事業者の広告を掲出します。
　広告の申込みは、広告代理店を通じてお申込みいただく場合と直接お申込
みいただく場合があります。なお、掲出する広告主の業種、広告内容、デザイ
ン、表現について、修正又はお断りする場合があります。
募集期間●３月14日（水）～3月20日（火）
市報●１枠当り月額１５，０００円（２～４枠）
ホームページ（バナー広告）●１枠当り月額１０，０００円（４枠）
公用車●１台当り月額１０，０００円（バス2台・清掃車4台・給食配送車５台）
　　　　広告のサイズなどは下記へお問い合わせください。
■豊後大野市役所財政課管財係　☎0974-22-1001（内2025）問
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